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学則変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

平成２９年度より、西南学院大学の文学部英文学科、文学部外国語学科英語専攻、文学部外

国語学科フランス語専攻、商学部商学科、商学部経営学科、経済学部経済学科、経済学部国際

経済学科、法学部法律学科、法学部国際関係法学科、人間科学部心理学科、国際文化学部国際

文化学科の収容定員を、以下の通り、変更することとした。【資料１】 

学 部 学 科 収容定員変更前 収容定員変更後 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

文学部 英文学科 １００ ４００ １２０ ４８０ 

外国語学科英語専攻 １００ ４００ １２０ ４８０ 

外国語学科フランス語専攻 ５０ ２００ ６０ ２４０ 

商学部 商学科 １５０ ６００ １８０ ７２０ 

経営学科 １５０ ６００ １８０ ７２０ 

経済学部 経済学科 ２００ ８００ ２４０ ９６０ 

国際経済学科 １００ ４００ １２０ ４８０ 

法学部 法律学科 ２７０ １０８０ ３１５ １２６０ 

国際関係法学科 ８０ ３２０ ９５ ３８０ 

人間科学部 心理学科 １００ ４００ １２０ ４８０ 

国際文化学部 国際文化学科 １５０ ６００ １８０ ７２０ 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

本学では、地域社会の要請に積極的に対応するために、開設以来、継続的に教育研究の質的

な向上に努めてきた。その結果、これまで安定的な志願者の確保と高い就職実績を有しており、

昨今の１８歳人口の減少期においても、入学者選抜の機能を十分に維持できるだけの志願者

数を確保しているとともに、就職難の時代においても、毎年本学の卒業生に対する企業等から

の数多くの求人件数が寄せられている。【資料２】 

このことは、本学の人材の養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的が、社会的、地

域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの証であり、今後、本学が地域社会に対し

て高等教育機関としての使命と役割をより一層果たしていくためには、受験生に対してより

広く教育を受ける機会を提供することで、本学への高い進学需要に応えるとともに、より多く

の有為な人材を輩出することで、地域社会への人的貢献を果たす必要があると考えている。 

このことから、これまでの本学における教育研究組織や教育研究内容及び教育研究環境な

どの整備状況を踏まえたうえで、受験生からの進学需要及び地域社会からの人材需要の高い

専門分野における養成規模の充実を図ることにより、地域社会へのさらなる貢献を目指すこ

ととし、入学者選抜の機能が低下しない範囲での収容定員変更を行うこととした。 

なお、今般の収容定員変更計画では、神学部神学科、人間科学部児童教育学科、人間科学部
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社会福祉学科における収容定員変更は行わないこととしている。 

神学部神学科では、過去５年間の志願倍率の平均は８．５０倍となっており、実質倍率の平

均においても２．８９倍と安定的な志願者数と実質倍率を確保していることから、十分な学生

確保が見込めるとともに、収容定員４０人に対して専任教員８人を配置しており、充実した教

員組織としているところであるが、神学部神学科では、キリスト教界の指導者や教会の伝道

者・牧師などの養成を目的としていることから、当該人材養成に係る社会的な需要を勘案した

うえで、収容定員変更は行わないこととした。 

人間科学部児童教育学科では、過去５年間の志願倍率の平均は１５．９９倍となっており、

実質倍率の平均においても３．５８倍と安定的な志願者数と実質倍率を確保していることか

ら、十分な学生確保が見込めるとともに、収容定員４００人に対して専任教員１８人を配置し

ており、充実した教員組織としているところであるが、人間科学部児童教育学科では、保育士、

幼稚園教諭、小学校教諭などの養成を目的としていることから、当該人材養成に係る養成規模

を勘案したうえで、収容定員変更は行わないこととした。 

人間科学部社会福祉学科では、過去５年間の志願倍率の平均は１３．９１倍となっており、

実質倍率の平均においても３．０１倍と安定的な志願者数と実質倍率を確保していることか

ら、十分な学生確保が見込めるとともに、収容定員４６０人に対して専任教員１４人を配置し

ており、充実した教員組織としているところであるが、人間科学部社会福祉学科では、平成２

４年４月に人間科学部に心理学科を設置した際、一部の定員を減じた経緯があることから、収

容定員変更は行わないこととした。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

本学では、学部段階の専門教育では、細分化された狭い分野を教えるだけでなく、基礎、

基本を重視し、専門の骨格を正確に把握させることが必要であるとともに、総合的な知識や

技能を身に付けることができるような幅広い教育を施すことが重要であることから、各専

門分野に関する幅広い基礎的な知識や能力を身に付けることが可能となる授業科目を配置

することによる教育課程の編成としている。 

具体的には、各専門分野の基礎的な理論や方法論の習得を中心とする教育内容を基礎と

しつつ、幅広い基礎力の習得を重視した教育課程の編成としているとともに、教育上の目的

を明確にし、それらを達成するために必要な科目区分の設定や各科目区分の科目構成、科目

の対応関係、履修順序や配当年次などに配慮した体系的な教育課程の編成としている。  

【資料３】 

１ 文学部 英文学科 

英文学科では、英語、英米文学・文化の教育・研究を通して、実践的な英語運用能力、広

く深い教養と専門知識、豊かな感性と想像力等を陶冶することに努め、グローバル化した社

会の要請に応じうる人材を養成することを目的としており、英語、英米文学・文化の教育・

研究を通して、論理的思考力、英語に関する語学的知識及び実践的運用能力、英米の文学・

文化・社会のあり方についての広く深い教養と専門知識、グローバルな視野に立って知識と

情報を収集伝達する技術を身につけることとしている。 
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この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「基礎科目」、「英米文学・文化」、

「キャリアイングリッシュ」、「英語学」の４つの区分からなる「専攻科目」と「フランスを

散策する」、「ヨーロッパに触れる」、「アメリカを考える」、「アジアと日本を知る」、「文化・

芸術・言語に親しむ」、「現代社会・世界をとらえる」、「情報リテラシーを身に付ける」の７

つの区分からなる「関連科目」の科目群で編成されており、授業科目数及び単位数は、「専

攻科目」５４科目１１８単位、「関連科目」８０科目１６２単位、合わせて１３４科目２８

０単位として、４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に身につけること

ができるような教育課程となっている。また、英文学科では、学生が学習目標に沿った適切

な授業科目の履修のもとに、円滑に単位を修得することができるよう、養成する具体的な人

材像に対応した「文学・翻訳系」、「キャリアイングリッシュ系」、「グローバル文化系」の３

つの履修モデルを設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科

目の履修が可能となっている。 

このように英文学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定員を

変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴う教

育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努め

ることとする。 

２ 文学部 外国語学科英語専攻 

外国語学科英語専攻では、英語学・英語教育、コミュニケーション学、ビジネス英語、言

語文化を教育・研究の柱とし、実践的な英語運用能力の育成を図るとともに、英語と文化や

社会との関係を認識する能力を養い、英語の特性を科学的に分析する能力を涵養し、その研

究成果を教育に活かす能力を育成し、社会の発展に寄与する自発的で創造性豊かな人材を

養成することを目的としており、英語の語学的知識、実践的な英語運用能力、グローバルな

視野に立ち言語と文化に関する豊かな知識、豊かな人間関係を育むための知識、創造力、行

動力を身につけることとしている。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「英語スキル養成科目」、「英語学」、

「コミュニケーション学」、「ビジネス英語」、「言語文化」、「演習・卒業論文」の６つの区分

からなる「専攻科目」と「言語や文化を探求する」、「ビジネスや経営を学ぶ」、「現代国際社

会をとらえる」、「情報リテラシーを高める」の４つの区分からなる「関連科目」の科目群で

編成されており、授業科目数及び単位数は、「専攻科目」６８科目１７０単位、「関連科目」

１１５科目２６４単位、合わせて１８３科目４３４単位として、４年間の授業全体を通して、

専門的な知識や能力を体系的に身につけることができるような教育課程となっている。 

また、外国語学科英語専攻では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、

円滑に単位を修得することができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「英語学部

門」、「ビジネス英語部門」、「コミュニケーション学部門」、「言語文化部門」の４つのコース

を設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能

となっている。 

このように外国語学科英語専攻では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、

収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変
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更に伴う教育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と

充実に努めることとする。 

 ３ 外国語学科 フランス語専攻 

外国語学科フランス語専攻では、実践的なフランス語運用能力の育成を基礎として、より

総合的で創造的なコミュニケーション能力の修得へと導きながら、言語を取り巻く社会や

文化のありようを理解し、自己と異なる他者を発見してこれと積極的に対話を行ない、国際

化・情報化する世界の中で知的行動力をもって活躍しうる人材を養成することを目的とし

ており、実践的なフランス語運用能力、フランス語の基礎的な運用力を創造的な応用へと発

展させることのできるコミュニケーション能力、国際化・情報化する世界の中で知的行動力

をもって活躍することができる能力を身につけることとしている。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「フランス語基礎」、「フランス語

応用」、「フランス語学」の３つの区分からなる「専攻科目」と「フランス文化」、「フランス

語アトリエ」、「特殊講義」、「ヨーロッパに触れる」、「アジアと日本を知る」、「文化や芸術に

親しむ」、「現代社会をとらえる」、「国際社会に生きる」、「言語・情報リテラシーを身に付け

る」の９つの区分からなる「関連科目」の科目群で編成されており、授業科目数及び単位数

は、「専攻科目」４４科目１２０単位、「関連科目」１００科目２３６単位、合わせて１４４

科目３５６単位として、４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に身につ

けることができるような教育課程となっている。また、外国語学科フランス語専攻では、学

生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、円滑に単位を修得することができ

るよう、養成する具体的な人材像に対応した「フランス語コミュニケーション集中コース」、

「フランス語コミュニケーションコース」と「フランス文化コース」の３つのコースを設定

しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となっ

ている。 

このように外国語学科フランス語専攻では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてき

ており、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容

定員変更に伴う教育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる

整備と充実に努めることとする。 

 ４ 商学部 商学科 

商学科では、商学と会計学の分野における高度な学術理論の教育と研究を通じて、商取引

に関する正しい理解を深めさせ、モノとカネの効率的配分や円滑な流通を目的とする商学

と企業成果の計算・公表を目的とする会計学について教育することで、問題設定能力とその

解決能力を有するとともに、経済社会に柔軟に対応でき、かつ、高い倫理観と高度な専門知

識を身に付けた人材の養成を目的としており、経済社会に生起する問題の本質を正しく認

識する能力、高度な倫理観に支えられた論理的な思考力、新たな環境を積極的に創造する能

力、広く社会へ貢献する態度、商取引に関する正しい理解、問題設定能力とその解決能力、

経済社会に柔軟に対応でき、かつ、高い倫理観と高度な専門知識を身につけることとしてい

る。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「基礎」、「商学」、「会計学」、「経
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営学」、「経営情報学」、「研究・応用」の６つの区分からなる「専攻科目」と「経済学関係」、

「法学関係」、「外国語応用」、「情報処理」の４つの区分からなる「関連科目」の科目群で編

成されており、授業科目数及び単位数は、「専攻科目」１２９科目２６８単位、「関連科目」

４７科目１５２単位、合わせて１７６科目４２０単位として、４年間の授業全体を通して、

専門的な知識や能力を体系的に身につけることができるような教育課程となっている。ま

た、商学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、円滑に単位を修

得することができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「商学コース」と「会計学コ

ース」の２つのコースを設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授

業科目の履修が可能となっている。 

このように商学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定員を変

更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴う教育

課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努める

こととする。 

 ５ 商学部 経営学科 

経営学科では、経営学と経営情報学の分野における高度な学術理論の教育と研究を通じ

て、企業経営に関する正しい理解を深めさせ、現代の経済活動の重要な一翼を担っている企

業の経営について、思想・戦略・組織・ヒト・モノ・カネ・情報・国際・環境などの観点か

ら多面的に教育することで、高度な倫理観・理解力・構想力・表現力及び対人関係形成能力

を備えた人材の養成を目的としており、経済社会に生起する問題の本質を正しく認識する

能力、高度な倫理観に支えられた論理的な思考力、新たな環境を積極的に創造する能力、広

く社会へ貢献する態度、企業経営に関する正しい理解、企業の経営について、高度な倫理観・

理解力・構想力・表現力及び対人関係形成能力を身につけることとしている。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「基礎」、「経営学」、「経営情報学」、

「商学」、「会計学」、「研究・応用」の６つの区分からなる「専攻科目」と「経済学関係」、

「法学関係」、「外国語応用」、「情報処理」の４つの区分からなる「関連科目」の科目群で編

成されており、授業科目数及び単位数は、「専攻科目」１３１科目２７２単位、「関連科目」

４７科目１５２単位、合わせて１７８科目４２４単位として、４年間の授業全体を通して、

専門的な知識や能力を体系的に身につけることができるような教育課程となっている。ま

た、経営学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修のもとに、円滑に単位を

修得することができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「経営学コース」と「経営

情報学コース」の２つのコースを設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた

適切な授業科目の履修が可能となっている。 

このように経営学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定員を

変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴う教

育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努め

ることとする。 

 ６ 経済学部 経済学科 

経済学科では、まず経済学の理論体系、実証分析、政策分析、経済の歴史的分析及び現実
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経済の把握を目的とする科目を有機的かつ総合的に学生に教授する。ここで養成する人材

は、日本と地域社会を中心とした経済の仕組みの論理的構造と実態とを理解し、データを科

学的に分析し、先入観にとらわれない合理的結論を導き出す経済学的思考方法を身につけ

ることによって、種々の経済社会問題に対する実践的解決法を見出す能力を有する人材で

ある。経済学科で身につける能力は次の 5 点に整理できる。①経済学の基本的知識と特有の

思考法を基礎とした現代社会を生き抜く能力、②社会における重要問題の所在を自ら発見

し、それに関して必要となる事項を自ら調べる能力、そして、その結果を簡潔かつ明瞭に報

告し、さらに問題に的確に対処できる能力、③社会の変動を正確に理解し、その展開過程に

積極的に参画できる能力、④日本と地域社会を中心とした経済の仕組みの論理的構造と実

態とを理解する能力、⑤種々の経済社会問題に対する実践的解決法を見出す能力。 

この人材養成のために、専門教育科目は「理論経済学」、「経済史」、「経済政策」、「国際経

済」、「財政学・金融論」、「統計学」、「社会政策」、「演習」、「外国語」、「実習」の１０の部門

からなる「専攻科目」と、「国際経済」、「商学」、「経営学・会計学」、「法学」、「情報処理」、

「社会福祉」の６つの部門からなる「関連科目」の科目群で編成されている。授業科目数及

び単位数は、「専攻科目」６３科目２４０単位、「関連科目」６６科目１８２単位、合わせて

１２９科目４２２単位であり、４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に

身につけることができる教育課程となっている。また経済学科では、学生が学習目標に沿っ

た適切な授業科目の履修を通じて円滑に単位を修得することができるよう、養成する具体

的な人材像に対応した「理論・政策コース」、「実証・政策コース」、「経済史コース」の３つ

のコースを設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履

修が可能となっている。 

このように経済学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めており、収容定員を変更

した場合でも教育上の支障はないものと考えている。そのため、収容定員変更に伴う教育課

程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努めるこ

ととする。 

 ７ 経済学部 国際経済学科 

国際経済学科では、先入観にとらわれない合理的な経済学的思考方法を鍛え、国際社会の

変化と国際経済及びビジネスのグローバル化とそれらの相互関連性、並びにそこから生じ

る諸問題の分析手法と対処方法を教授する。そして、歴史・伝統・習慣・文化・宗教等の異

なる諸外国との交流に役立つ語学力を基礎とした幅広い国際感覚を身につけることによっ

て、社会の国際化に寄与しうる人材の養成を目的とする。国際経済学科で身につける能力は

次の４点に整理できる。①経済学の基本的知識と特有の思考法を基礎とした現代社会を生

き抜く能力、②社会における重要問題の所在を自ら発見し、それに関して必要となる事項を

自ら調べる能力、そして、その結果を簡潔かつ明瞭に報告し、さらに問題に的確に対処でき

る能力、③社会の変動を正確に理解し、その展開過程に積極的に参画できる能力、④語学力

を基礎とした幅広い国際感覚と社会の国際化に寄与する事ができる能力。 

この人材養成のために、専門教育科目は「理論経済学」、「経済史」、「経済政策」、「国際経

済」、「財政学・金融論」、「統計学」、「社会政策」、「演習」、「外国語」、「実習」の１０の部門
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からなる「専攻科目」と、「経済理論及び経済政策」、「商学」、「経営学・会計学」、「法学」、

「情報処理」、「国際文化」、「社会福祉」の７つの部門からなる「関連科目」の科目群で編成

されており、授業科目数及び単位数は、「専攻科目」６０科目２２８単位、「関連科目」６８

科目１８８単位、合わせて１２８科目４１６単位であり、４年間の授業全体を通して、専門

的な知識や能力を体系的に身につけることができる教育課程となっている。また、国際経済

学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修を通じて円滑に単位を修得する

ことができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「アジア・途上国経済研究コース」、

「欧米・先進国経済研究コース」、「国際金融・貿易・政策コース」の３つのコースを設定し

ており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となって

いる。 

このように国際経済学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定

員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴

う教育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に

努めることとする。 

 ８ 法学部 法律学科 

法律学科では、法学及び政治学の専門学智を修め、怜悧な識見を養うとともに、多様な価

値観への理解を促し、公共の精神の涵養に努め、変容する現代社会に対する批判的思考力を

育み、多方面にわたる社会活動に貢献できる人材の養成をその教育目的としている。法学及

び政治学の専門学智を基礎に、多様な価値観の理解と、批判的思惟の力、現代社会の動態を

みつめ、あらたな秩序構成に寄与できる識見、変容する現代社会に対する批判的思考力、多

方面にわたる社会活動に貢献することができる能力を身につけるものとなる。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「導入科目」、「基本法律科目」、

「発展法律科目」、「国際関係法・政治学科目」、「専門語学科目」、「演習・実務関連科目」の

６つの区分からなる「専攻科目」と「関連科目」の科目群で編成されている。授業科目数及

び単位数は、「専攻科目」１１３科目２９６単位、「関連科目」８７科目２０４単位、合わせ

て２００科目５００単位となっている。このように、４年間の授業全体を通して、専門的な

知識や能力を体系的に身につけることができるような教育課程となっている。また、法律学

科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修を通じて円滑に単位を取得するこ

とができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「法曹・法律専門職志望」、「一般公務

員志望」、「民間企業志望」の３つの履修モデルを設定しており、学生の興味と関心や卒業後

の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となっている。 

このように法律学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定員を

変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴う教

育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努め

ることとする。 

 ９ 法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科では、社会の国際化に起因する諸現象を法的・政治的観点から学術的に深

く掘り下げて理解しうる識見を養い、普遍的な視野と共生の精神の涵養に努め、多様な活動
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の場において国際共同社会の課題に取組み、異文化交流に貢献できる人材の養成をその教

育目的とする。国際関係法学科の学生は、法学及び政治学の専門学智を基礎に、多様な価値

観の理解と、批判的思惟の力、変容する国際社会の秩序構成に寄与できる識見、国際化に起

因する諸現象を法的・政治的観点から学術的に深く掘り下げて理解しうる識見、多様な文化

を受容し、異文化交流に貢献することができる能力を身につけるものとなる。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「導入科目」、「国際関係法科目」、

「政治学科目」、「基本法律科目」、「基礎・発展法律科目」、「専門語学科目」、「演習・実務関

連科目」の７つの区分からなる「専攻科目」と「関連科目」の科目群で編成されている。授

業科目数及び単位数は、「専攻科目」１１５科目３００単位、「関連科目」８７科目２０４単

位、合わせて２０２科目５０４単位となっている。このように、４年間の授業全体を通して、

専門的な知識や能力を体系的に身につけることができるような教育課程となっている。ま

た、国際関係法学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修を通じて円滑に単

位を取得することができるよう、養成する具体的な人材像に対応した「外交官・国際公務員

志望」、「国際行政法務志望」、「国際企業法務志望」の３つの履修モデルを設定しており、学

生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となっている。 

このように国際関係法学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容

定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に

伴う教育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実

に努めることとする。 

１０ 人間科学部 心理学科 

心理学科では、キリスト教主義による人間教育の理念に基づいて教育を行ない、心理学の

分野に関する専門的知識と技能の習得を通じて、様々な事態において人の心を科学的に調

査および分析できる専門的な知識技術をもつ人間を育成するとともに、人間関係調整能力

等をもち、応用力を備えた人材を育成し、グローバルな視点から社会に貢献しうる人材を養

成することを目的としており、人間の生涯に亘る成長や特質、他者との関係についての理解、

心理学の基礎的な手法である社会調査や分析技法に関する専門的知識と技能、心理学の基

礎的および専門的知識、対人関係の支援に必要なコミュニケーション能力と応用的能力、心

理学的な視点から、グローバルな事象について考察する力を身につけることとしている。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「演習・卒業論文に関する科目」、

「研究法に関する科目」、「実験・実習に関する科目」、「基礎専門に関する科目」の４つの区

分からなる「基礎専攻科目」と「認知領域」、「教育・発達領域」、「社会・産業領域」、「臨床

領域」、「文化・環境領域」の５つの区分からなる「応用専攻科目」及び「関連科目」の科目

群で編成されており、授業科目数及び単位数は、「基礎専攻科目」３４科目６７単位、「応用

専攻科目」２８科目５５単位、「関連科目」１６科目３４単位、合わせて７８科目１５６単

位として、４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に身につけることがで

きるような教育課程となっている。また、心理学科では、学生が学習目標に沿った適切な授

業科目の履修のもとに、円滑に単位を修得することができるよう、養成する具体的な人材像

に対応した「企業型」、「発達・臨床型」、「大学院進学型」の３つの履修モデルを設定してお
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り、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能となっている。 

このように心理学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定員を

変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴う教

育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に努め

ることとする。 

１１ 国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科では、人類が今までに生み出し発展させてきた古今東西の文化を、地域文化、

比較文化及び表象文化の視点から歴史的・総合的に捉え、地域と世界、文化と芸術に関する

専門的知識と国際的かつグローバルな視野を持つことによって、地域社会及び国際社会に

貢献し、現代世界において活躍する職業人及び文化の継承・発展と新たな文化の創造をなし

うる学者・芸術家などの人材を養成することを目的としており、地域と世界、文化と芸術に

関する専門的知識、グローバルな視野を身につけ、かつ主体的に判断し活躍できる能力、地

域社会及び国際社会において貢献し、現代世界において活躍する事ができる能力、情報社会

において適切な情報を処理できる能力を身につけることとしている。 

この人材養成の目的を達成するために、専門教育科目は「演習・卒業論文」、「文化論」、

「コース専攻」、「専門外国語」、「学部共通」、「自由研究」の６つの区分からなる「専攻科目」

と「関連科目」の科目群で編成されており、授業科目数及び単位数は、「専攻科目」１５７

科目３１６単位、「関連科目」７３科目２０４単位、合わせて２３０科目５２０単位として、

４年間の授業全体を通して、専門的な知識や能力を体系的に身につけることができるよう

な教育課程となっている。また、国際文化学科では、学生が学習目標に沿った適切な授業科

目の履修のもとに、円滑に単位を修得することができるよう、養成する具体的な人材像に対

応した「日本文化コース」、「中国・アジア文化コース」、「アメリカ・太平洋文化コース」、

「ヨーロッパ・地中海文化コース」、「比較文化コース」、「表象文化コース」の６つのコース

を設定しており、学生の興味と関心や卒業後の進路に応じた適切な授業科目の履修が可能

となっている。 

このように国際文化学科では、継続的な教育課程の整備と充実に努めてきており、収容定

員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更に伴

う教育課程の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育課程のさらなる整備と充実に

努めることとする。 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

１ 教育方法 

本学における授業方法は、知識の理解を目的とする教育内容については、講義形式を中心

とした授業形態を採るとともに、態度・志向性及び技術や技能の習得を目的とする教育内容

については、演習形式による授業形態を採ることとし、また、理論的知識や能力を実務に応

用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実習形式や実践形式によ

る授業形態を採ることとしている。 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業の内容や授業の方法、施設や設備の状

況、実験・実習の指導体制などの教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分にあげられる
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人数としており、学生と教員との人格的なふれあいを重視する立場から１・２年次では少人

数によるクラス制を導入するとともに、基礎演習や専門演習などの科目においても、少人数

による学修の指導を行っている。 

配当年次は、基礎から応用へと体系的な学習が可能となるよう配慮しており、専門教育に

おいては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技能、応用といった授業の内容と科目間の関

係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の制度設計の観点を踏まえて、特定の学年や

学期において偏りのある履修登録がなされないような配当としている。 

また、単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主体的な学習を促し、教室にお

ける授業と教室外の学習を合わせた充実した授業を展開することにより学習効果を高める

ことから、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、１年間に履修科目として登

録することができる標準的な単位数の上限を定めている。 

さらに、卒業時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法や計画等を明示したうえで、成績評価基

準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うとともに、客観的な評価基準の

適用及び厳格な成績評価の方法としてＧＰＡ制度を導入している。 

このように本学では、教育の質保障の観点を踏まえたうえで、教育方法の整備と充実に努

めてきており、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることか

ら、収容定員変更に伴う教育方法の変更は行わないが、今後とも必要に応じて教育方法のさ

らなる整備と充実に努めることとする。 

２ 少人数教育 

本学では、少人数教育を通して学生と教員との人格的ふれあいを重視していることから、

１・２年次ではクラス制を導入しており、各クラスを担当するクラス主任（専任教員）によ

る学生相談やアドバイスを行っている。 

また、少人数教育の一環として「基礎演習」や「専門演習」などの科目において、教育効

果を勘案した少人数による学修の指導を行っている。 

 （１）文学部 英文学科 

   英文学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を３５人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が４クラスとなるが、１３人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

英文学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「英米

文学・文化基礎講読」、「基礎演習」、「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」の４科目で、「英米文学・文化基

礎講読」及び「基礎演習」は１クラス２５人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「英米文学・文化基礎講読」及び「基礎演習」のクラス数は５

クラスとなるが、英文学科では１３人の専任教員を配置していることから、クラス数が増え

た場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

「演習Ⅰ」では、１クラス１５人までの学生数による編成としており、収容定員を変更し

た場合、「演習Ⅰ」のクラス数は１０クラスとなるが、英文学科では１３人の専任教員を配
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置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配置

することが可能である。 

「演習Ⅱ」では、１クラス２０人までの学生数による編成としており、収容定員を変更し

た場合、「演習Ⅱ」のクラス数は９クラスとなるが、英文学科では１３人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配置す

ることが可能である。 

 （２）文学部 外国語学科 英語専攻 

英語専攻では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を５０人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が３クラスとなるが、１２人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

英語専攻において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「英語

総合演習Ａ」、「英語総合演習Ｂ」の２科目で、「英語総合演習Ａ」及び「英語総合演習Ｂ」

は１クラス３０人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「英語総合演習Ａ」及び「英語総合演習Ｂ」のクラス数は４ク

ラスとなるが、英語専攻では１２人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた

場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

 （３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

フランス語専攻では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を５０人までとして

おり、収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が２クラスとなるが、９人の専任教員を

配置していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教

員）を配置することが可能である。 

フランス語専攻において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、

「フランス語基礎文法Ｂ」、「フランス語基礎会話Ⅰ」、「フランス語基礎総合Ⅰ」、「フランス

語基礎総合Ⅱ」、「演習」の５科目で、「フランス語基礎文法Ｂ」、「フランス語基礎会話Ⅰ」、

「フランス語基礎総合Ⅰ」、「フランス語基礎総合Ⅱ」は、１クラス３５人までの学生数によ

る編成としている。 

収容定員を変更した場合、「フランス語基礎文法Ｂ」、「フランス語基礎会話Ⅰ」、「フラン

ス語基礎総合Ⅰ」、「フランス語基礎総合Ⅱ」のクラス数は２クラスとなるが、フランス語専

攻では９人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目

を担当する専任教員を配置することが可能である。 

「演習」では、１クラス２０人までの学生数による編成としており、収容定員を変更した

場合でも、５クラスで編成されていることから、専任教員１人当たりの学生数は１０人程度

であり、１クラス２０人を超えることはないことから、専任教員への過度な負担が生じるこ

とはないものと考えている。 

 （４）商学部 商学科 

   商学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４０人までとしており、収

容定員を変更した場合、１学年のクラス数が５クラスとなるが、１３人の専任教員を配置し
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ていることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）を

配置することが可能である。 

商学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「基礎演

習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」、「ビジネス外国語」の３科目で、「基礎演習Ⅰ」と「基礎演習Ⅱ」

は１クラス２５人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」のクラス数は８クラスとな

るが、商学科では１３人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、

当該授業科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

「ビジネス外国語」では、１クラス２０人までの学生数による編成としており、収容定員

を変更した場合、「ビジネス外国語」のクラス数は１３クラスとなるが、商学科では１３人

の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当する

専任教員を配置することが可能である。 

（５）商学部 経営学科 

   経営学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４０人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が５クラスとなるが、１１人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

経営学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「基礎

演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」、「ビジネス外国語」の３科目で、「基礎演習Ⅰ」と「基礎演習

Ⅱ」は１クラス２５人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」のクラス数は８クラスとな

るが、経営学科では１１人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、

当該授業科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

「ビジネス外国語」では、１クラス２０人までの学生数による編成としており、収容定員

を変更した場合、「ビジネス外国語」のクラス数は１１クラスとなるが、経営学科では１１

人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当す

る専任教員を配置することが可能である。 

（６）経済学部 経済学科 

経済学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４０人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が６クラスとなるが、１７人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

経済学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「基礎

演習Ⅰ」及び「演習Ⅰ」の２科目で、「基礎演習Ⅰ」は１クラス２５人まで、「演習Ⅰ」は１

クラス２０人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ⅰ」のクラス数は１０クラスとなるが、経済学科で

は１７人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を

担当する専任教員を配置することが可能である。 
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また、「演習Ⅰ」のクラス数は１５クラスとなるが、経済学科では１７人の専任教員を配

置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配置

することが可能である。 

（７）経済学部 国際経済学科 

国際経済学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４０人までとしてお

り、収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が３クラスとなるが、１１人の専任教員を

配置していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教

員）を配置することが可能である。 

国際経済学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、

「基礎演習Ⅰ」及び「演習Ⅰ」の２科目で、「基礎演習Ⅰ」は１クラス２５人まで、「演習Ⅰ」

は１クラス２０人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ⅰ」のクラス数は５クラスとなるが、国際経済学科

では１１人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目

を担当する専任教員を配置することが可能である。 

また、「演習Ⅰ」のクラス数は８クラスとなるが、国際経済学科では１１人の専任教員を

配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担当する専任教員を配

置することが可能である。 

（８）法学部 法律学科 

法律学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４５人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が７クラスとなるが、２０人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

法律学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「基礎

演習」の１科目で、「基礎演習」は１クラス３０人までの学生数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習」のクラス数は１２クラスとなるが、法律学科では

２０人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目を担

当する専任教員を配置することが可能である。 

（９）法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４５人までとして

おり、収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が３クラスとなるが、１１人の専任教員

を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任

教員）を配置することが可能である。 

国際関係法学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、

「基礎演習」の１科目で、「基礎演習」は１クラス３０人までの学生数による編成としてい

る。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習」のクラス数は４クラスとなるが、国際関係法学科

では１１人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、当該授業科目

を担当する専任教員を配置することが可能である。 
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（７）人間科学部 心理学科 

心理学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を５０人までとしており、

収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が３クラスとなるが、１１人の専任教員を配置

していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教員）

を配置することが可能である。 

心理学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、「基礎

演習Ⅰ」、「基礎演習Ⅱ」、「演習Ⅰ（Ａ）」、「演習Ⅰ（Ｂ）」、「演習Ⅱ（Ａ）」、「演習Ⅱ（Ｂ）」

の６科目で、「基礎演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」は１クラス３０人までの学生数による編成

としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」のクラス数は４クラスとな

るが、心理学科では１１人の専任教員を配置していることから、クラス数が増えた場合でも、

当該授業科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

「演習Ⅰ（Ａ）」及び「演習Ⅰ（Ｂ）」では、１クラス１５人までの学生数による編成とし

ており、収容定員を変更した場合でも、１１クラスで編成されていることから、専任教員１

人当たりの学生数は９人程度であり、１クラス１５人を超えることはないことから、専任教

員への過度な負担が生じることはないものと考えている。 

「演習Ⅱ（Ａ）」及び「演習Ⅱ（Ｂ）」では、１クラス１５人までの学生数による編成とし

ており、収容定員を変更した場合でも、１０クラスで編成されていることから、専任教員１

人当たりの学生数は１０人程度であり、１クラス１５人を超えることはないことから、専任

教員への過度な負担が生じることはないものと考えている。 

（８）国際文化学部 国際文化学科 

   国際文化学科では、１・２年次のクラス制における１クラスの人数を４０人までとしてお

り、収容定員を変更した場合、１学年のクラス数が５クラスとなるが、２６人の専任教員を

配置していることから、クラス数が増えた場合でも、クラスを担当するクラス主任（専任教

員）を配置することが可能である。 

国際文化学科において専任教員の担当による少人数教育を前提としている必修科目は、

「基礎演習Ａ」、「基礎演習Ｂ」、「専門演習ⅠＡ」、「専門演習ⅠＢ」、「専門演習ⅡＡ」、「専門

演習ⅡＢ」、「卒業演習Ａ」、「卒業演習Ｂ」の８科目で、いずれも１クラス２０人までの学生

数による編成としている。 

収容定員を変更した場合、「基礎演習Ａ」、「基礎演習Ｂ」、「専門演習ⅠＡ」、「専門演習Ⅰ

Ｂ」、「専門演習ⅡＡ」、「専門演習ⅡＢ」、「卒業演習Ａ」、「卒業演習Ｂ」のクラス数は各１２

クラスとなるが、国際文化学科では２６人の専任教員を配置していることから、クラス数が

増えた場合でも、演習科目を担当する専任教員を配置することが可能である。 

なお、収容定員の変更に伴い、大学全体としてのクラス数が増えた場合でも、大学全体と

して使用可能な演習室３２室に加えて、少人数教育用として使用可能な講義室９７室の確

保がなされていることから、教育上の支障をきたすことはない。 

 ３ 履修指導方法 

本学の履修指導方法は、年度始めに学年別の履修ガイダンスを実施したうえで、授業を受
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ける学生に対して教員が相談に応じる専用の時間を設けることにより、きめ細やかな教育

指導を行う体制を整えているとともに、学生の適性や能力に応じた履修科目の選択に関す

る助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど学生の履修指導体制を整備し

ている。 

また、履修指導に際しては、各学部・学科の人材養成の目的への理解を促し、４年間の学

習計画に基づく体系的な学習のための科目履修が可能となるよう配慮するとともに、単位

制度の実質化を図る観点から、特定の学期における偏りのある履修登録を避け、学生が学習

目標に沿った体系的な授業科目の履修が可能となるように、養成する具体的な人材像に対

応した典型的な履修モデルを提示している。【資料４】 

このように本学では、履修指導体制及び履修指導方法の整備と充実に努めてきており、収

容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えていることから、収容定員変更

に伴う履修指導方法の変更は行わないが、今後とも必要に応じて履修指導体制及び履修指

導方法のさらなる整備と充実に努めることとする。 

（ウ）教員組織の変更内容

教員組織については、教育課程の編成方針を踏まえたうえで、主要分野の授業科目数や単位

数に応じて、各教育内容における教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有

する専任教員を十分な人数配置しており、年齢構成においても特定の年齢層に偏ることのな

いよう配慮した構成としている。 

なお、収容定員変更に伴う教員組織の変更内容については、大学全体として新規に１３人の

専任教員を採用することとしており、教員組織の充実を図ることとしている。【資料５】 

１ 文学部 英文学科 

英文学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数６人に対して１３人の専任教員を

配置しており、職位別の配置状況は、教授１１人、准教授２人、年齢構成は、５０歳未満６

人、５０歳代３人、６０歳代４人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や教育

研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

英文学科では、教員組織の充実にむけて、経年的な整備に取り組んできていることから、

今般の収容定員変更に伴う教員組織の変更は行わないが、収容定員が増えることを踏まえ

て、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

２ 文学部 外国語学科 

外国語学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数８人に対して２１人（英語専攻

１２人、フランス語専攻９人）の専任教員を配置しており、職位別の配置状況は、教授１７

人、准教授４人、年齢構成は、５０歳未満５人、５０歳代９人、６０歳代７人から構成する

ことにより、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう

配慮した教員組織としている。 

外国語学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人（英語専攻配属）を採

用することとしているが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組

織のさらなる充実に努めることとする。 

３ 商学部 商学科 
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商学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して１３人の専任教員を

配置しており、職位別の配置状況は、教授１１人、准教授２人、年齢構成は、５０歳未満６

人、５０歳代３人、６０歳代４人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や教育

研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

商学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしている

が、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努

めることとする。 

４ 商学部 経営学科 

経営学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して１１人の専任教員

を配置しており、職位別の配置状況は、教授６人、准教授５人、年齢構成は、５０歳未満５

人、５０歳代２人、６０歳代４人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や教育

研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

経営学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員３人を採用することとしてい

るが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に

努めることとする。 

５ 経済学部 経済学科 

経済学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１２人に対して１７人の専任教員

を配置しており、職位別の配置状況は、教授１２人、准教授５人、年齢構成は、５０歳未満

１１人、５０歳代１人、６０歳代５人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や

教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

経済学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしてい

るが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に

努めることとする。 

６ 経済学部 国際経済学科 

国際経済学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して１１人の専任

教員を配置しており、職位別の配置状況は、教授９人、准教授２人、年齢構成は、５０歳未

満２人、５０歳代５人、６０歳代４人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や

教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

国際経済学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとし

ているが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充

実に努めることとする。 

 ７ 法学部 法律学科 

法律学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１４人に対して２０人の専任教員

を配置しており、職位別の配置状況は、教授１２人、准教授８人、年齢構成は、５０歳未満

１１人、５０歳代６人、６０歳代３人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や

教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

法律学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員２人を採用することとしてい

るが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に
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努めることとする。 

８ 法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数８人に対して１１人の専任

教員を配置しており、職位別の配置状況は、教授６人、准教授５人、年齢構成は、５０歳未

満６人、５０歳代２人、６０歳代３人から構成することにより、教育研究水準の維持向上や

教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

国際関係法学科では、教員組織の充実にむけて経年的な整備に取り組んできていること

から、今般の収容定員変更に伴う教員組織の変更は行わないが、収容定員が増えることを踏

まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

９ 人間科学部 心理学科 

心理学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して１１人の専任教員

を配置しており、職位別の配置状況は、教授６人、准教授３人、講師２人、年齢構成は、５

０歳未満７人、５０歳代１人、６０歳代３人から構成することにより、教育研究水準の維持

向上や教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織としている。 

心理学科では、今般の収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしてい

るが、収容定員が増えることを踏まえて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に

努めることとする。 

１０ 国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科では、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して２６人の専任

教員を配置しており、職位別の配置状況は、教授１６人、准教授９人、講師１人、年齢構成

は、５０歳未満１２人、５０歳代７人、６０歳代７人から構成することにより、教育研究水

準の維持向上や教育研究の活性化に支障をきたすことのないよう配慮した教員組織として

いる。 

国際文化学科では、教員組織の充実にむけて、経年的な整備に取り組んできていることか

ら、今般の収容定員変更に伴う教員組織の変更は行わないが、収容定員が増えることを踏ま

えて、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

（エ）学部における専任教員１人あたりの学生数

学部における専任教員１人あたりの学生数については、公益財団法人大学基準協会の「平

成２２年度大学評価 評価に際し留意すべき事項」に示されている「教養教育担当教員を含

め、各学部における専任教員１人あたりの学生数が、人文・社会系では６０人以内とする。」

「ただし、人文・社会系であっても、心理学や社会福祉学など実験・実習が重視される学部、

あるいは卒業論文を必修として課している学部においては４０人以内とする。」を踏まえた

うえで、当該水準を下回ることのないよう留意している。【資料５】、【資料６】 

しかしながら、今般、学部の収容定員が増えることから、今後とも必要に応じて専任教員

の新規採用等、教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

１ 文学部 英文学科 

英文学科では、収容定員を変更した場合でも専任教員１人当たりの学生数は３６.９人と、

大学基準協会が示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない
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ことから、収容定員変更に伴う専任教員の新規採用は行わないが、収容定員が増えることか

ら、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

 ２ 文学部 外国語学科 英語専攻 

   英語専攻では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしており、収

容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は３６.９人となることから、大学基準協会が

示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

 

３ 文学部 外国語学科 フランス語専攻 

フランス語専攻では、収容定員を変更した場合でも専任教員１人当たりの学生数は２６.

７人と、大学基準協会が示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回るこ

とはないことから、収容定員変更に伴う専任教員の新規採用は行わないが、収容定員が増え

ることから、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

４ 商学部 商学科 

商学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしており、収容

定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は５１.４人となることから、大学基準協会が示

している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

５ 商学部 経営学科 

経営学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員３人を採用することとしており、収

容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は５１.４人となることから、大学基準協会が

示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

６ 経済学部 経済学科 

経済学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしており、収

容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は５３.３人となることから、大学基準協会が

示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

７ 経済学部 国際経済学科 

国際経済学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしてお

り、収容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は４０.０人となることから、大学基準

協会が示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

８ 法学部 法律学科 

法律学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員１人を採用することとしており、収

容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は５７.３人となることから、大学基準協会が

示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回ることはない。 

９ 法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科では、収容定員を変更した場合でも専任教員１人当たりの学生数は３４.

５人と、大学基準協会が示している「人文・社会系では６０人以内」という水準を下回るこ

とはないことから、収容定員変更に伴う専任教員の新規採用は行わないが、収容定員が増え

ることから、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる充実に努めることとする。 

10 人間科学部 心理学科 



19 

心理学科では、収容定員変更に伴い、新規に専任教員 1 人を採用することとしており、収

容定員変更後の専任教員１人当たりの学生数は４０.０人となることから、大学基準協会が

示している「心理学や社会福祉学など実験・実習が重視される学部においては４０人以内」

という水準を下回ることはないが、収容定員が増えることから、今後とも必要に応じて教員

組織のさらなる充実に努めることとする。 

11 国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科では、収容定員を変更した場合でも専任教員１人当たりの学生数は２７.７

人と、大学基準協会が示している「卒業論文を必修として課している学部においては４０人

以内」という水準を下回ることはないことから、収容定員変更に伴う専任教員の新規採用は

行わないが、学部の収容定員が増えることから、今後とも必要に応じて教員組織のさらなる

充実に努めることとする。 

（オ）大学全体の施設・設備の変更内容

１ 校地・運動場 

本学の中心校地である西新キャンパスは、福岡県福岡市早良区西新に位置し、現在、校地

面積１１１，３３６．３６㎡を有しており、学生の休息その他の利用のための適当な空地に

ついても十分な確保がなされ、大学教育に相応しい環境を整えている。 

運動場は、西新キャンパスから１２ｋｍほど離れた福岡市西区田尻に１３５，５８９．２

７㎡の面積を確保し、運動用施設として、陸上競技、野球、サッカー、アメリカン・フット

ボールなど８つの専門競技場を有しているとともに、学生部室及び管理施設を備えている。 

また、学生の利便性を考慮し、移動手段としてスクールバスを運行しているため、正課外

活動に支障はないと考えている。なおスポーツ実技関連の授業については、西新キャンパス

にある運動場および体育館で行っていることから、教育活動に支障はない。 

２ 施設・設備 

本学では、現在、１４棟の校舎等を有しており、その面積は８０，５８１．７６㎡、主な

施設内容としては、講義室９７室、演習室３２室、語学学習室１２室、情報処理室９室、教

員研究室２２３室を設けており、その他、講師室、図書館、体育館、学長室、会議室、事務

室、保健室、学生自習室、学生食堂などを備えているとともに、主な設備として、備品１０,

０６５点、機械器具２，４７８点、標本５１点を有している。 

本学の図書館では、これまで図書等の資料について、計画的かつ継続的な整備に努めてき

たことから、開設時には、図書約１，１６２，０００冊（うち外国書約４４６，０００冊）

を所蔵しているとともに、学術雑誌約１３，４００種（うち外国書約４，５００種）のほか、

電子ジャーナル約２７，７００種、ビデオやＤＶＤなどの視聴覚資料約３４，９００点の整

備がなされていることから、これらを利用することにより、教育に支障を生じることはない

ものと考えている。 

図書館の機能としては、本学の収容定員の約１４％にあたる１,１７９席の閲覧座席数に

加えて、視聴覚ブース１６席，情報探索用パソコン２１１台，蔵書検索用パソコン１２台、

ラーニングコモンズ、レファレンスコーナー、開架式書庫、自動書庫及び可動式書庫等を整

備しているとともに、検索手法については、図書館情報システムの導入により、データベー



 

20 
 

ス化された書誌・蔵書情報をパソコンにより検索することが可能となるよう整備されてい

るなど、教育研究を促進する機能を整えている。 

視聴覚ブースでは、各ブースにＤＶＤやビデオなどが視聴できる機器を備えているとと

もに、情報探索用パソコンは学内ＬＡＮに接続され、インターネットの利用も可能となって

おり、他の大学図書館等との協力については、研修会等での情報交換や文献複写、相互貸借

等のサービスにおいて連携を図っている。 

なお、本学では、現在、平成２９年４月の開館にむけて、上記環境を整備するため、図書

館の新築工事に着手しており、新図書館の概要については、面積１１，７１５㎡、収納可能

冊数１，８３０，０００冊となり、教育研究環境のさらなる充実を図ることとしている。  

【資料７】 

このように本学では、開設以来、常に教育研究環境の整備に積極的に取り組み、特に施設・

設備については充実した環境を整えており、収容定員を変更した場合でも、教育上の支障は

ないものと考えている。 
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1

【資料1】

平成28年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

平成29年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

西南学院大学 西南学院大学

神学部神学科 10 - 40 神学部神学科 10 - 40

文学部英文学科 100 - 400 文学部英文学科 120 - 480 定員変更(20)

　　　外国語学科 150 - 600 　　　外国語学科 180 - 720 定員変更(30)

商学部商学科 150 - 600 商学部商学科 180 - 720 定員変更(30)

　　　経営学科 150 - 600 　　　経営学科 180 - 720 定員変更(30)

経済学部経済学科 200 - 800 経済学部経済学科 240 - 960 定員変更(40)

　　　　国際経済学科 100 - 400 　　　　国際経済学科 120 - 480 定員変更(20)

法学部法律学科 270 - 1080 法学部法律学科 315 - 1260 定員変更(45)

　　　国際関係法学科 80 - 320 　　　国際関係法学科 95 - 380 定員変更(15)

人間科学部児童教育学科 100 - 400 人間科学部児童教育学科 100 - 400

　　　　　社会福祉学科 110 3年次　10 460 　　　　　社会福祉学科 110 3年次　10 460

　　　　　心理学科 100 - 400 　　　　　心理学科 120 - 480 定員変更(20)

国際文化学部国際文化学科 150 - 600 国際文化学部国際文化学科 180 - 720 定員変更(30)

計 1670 3年次  10 6700 計 1950 3年次  10 7820

西南学院大学大学院 西南学院大学大学院

法学研究科法律学専攻(M) 10 - 20 法学研究科法律学専攻(M) 10 - 20

　　　　　〃　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　(D) 3 - 9

経営学研究科経営学専攻(M) 10 - 20 経営学研究科経営学専攻(M) 10 - 20

　　　　　〃　　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　　(D) 3 - 9

文学研究科英文学専攻(M) 10 - 20 文学研究科英文学専攻(M) 10 - 20

　　　　　〃　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　(D) 3 - 9

文学研究科フランス文学専攻(M) 5 - 10 文学研究科フランス文学専攻(M) 5 - 10

　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9

経済学研究科経済学専攻(M) 7 - 14 経済学研究科経済学専攻(M) 7 - 14

　　　　　〃　　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　　(D) 3 - 9

法務研究科法曹養成専攻(P) 20 - 60 法務研究科法曹養成専攻(P) 20 - 60

神学研究科神学専攻(M) 7 - 14 神学研究科神学専攻(M) 7 - 14

　　　　　〃　　　(D) 2 - 6 　　　　　〃　　　(D) 2 - 6

人間科学研究科人間科学専攻(M) 10 - 20 人間科学研究科人間科学専攻(M) 10 - 20

　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9

人間科学研究科臨床心理学専攻(M) 8 - 16 人間科学研究科臨床心理学専攻(M) 8 - 16

国際文化研究科国際文化専攻(M) 10 - 20 国際文化研究科国際文化専攻(M) 10 - 20

　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9 　　　　　〃　　　　　　　(D) 3 - 9

計 120 - 283 計 120 - 283

学校法人西南学院　設置認可等に関わる組織の移行表



【資料２】

１．志願者数等

区　分 項　目 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 5ヶ年平均

全学合計
入学定員 1,670 1,670 1,670 1,670 1,670 1,670
(定員増) (2,000) (2,000) (2,000) (2,000) (2,000) (2,000)
志願者数 22,630 19,650 20,465 21,777 20,592 21,022.8

受験者数 22,305 19,343 20,205 21,437 20,289 20,715.8

合格者数 6,924 6,866 6,497 6,736 6,723 6,749.2

入学者数 1,979 1,973 1,831 2,020 1,929 1,946.4

志願倍率 13.55 11.77 12.25 13.04 12.33 12.59
(定員増) (11.32) (9.83) (10.23) (10.89) (10.3) (10.51)

実質倍率 3.22 2.82 3.11 3.18 3.02 3.07

充 足 率
1.19 1.18 1.10 1.21 1.16 1.17

２．求人件数等 ※平成26年度以降は前期卒業者を含む

区　分 項　目 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 5ヶ年平均

全学合計 卒業者数 1,918 1,726 1,723 1,766 1,792 1,785

希望者数 1,664 1,447 1,439 1,357 1,394 1,460

求人件数 3,228 3,197 3,045 2,780 2,486 2,947

就職者数 1,585 1,411 1,353 1,234 1,248 1,366

求人倍率 1.94 2.21 2.12 2.05 1.78 2.02

就 職 率 95.3% 97.5% 94% 90.9% 89.5% 93.6%

最近５年間の志願者数・求人件数等の概要
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

基礎科目

「聴く」「話す」「読む」「書く」の4つのスキルを習得し、英
語の実践的な能力の向上をはかるとともに、レポートの
書き方やプレゼンテーションの方法などのアカデミックス
キルズを学ぶ。英語圏の文学作品をはじめ様々なテクス
トを読み解くための基礎を身につけることで、3年次以降
の専門領域での学習活動が行えるように準備する。

英米文学・文化

英語圏の文学・文化を学ぶことで、深く広い教養を身に
つけ、豊かな感性と想像力を養う。さらに、多様化する世
界状況に対応するために、グローバリズム、批評理論、
翻訳、映画、フェミニズムなどについての専門的な知識
を学ぶ。

キャリアイングリッシュ

留学や就職活動で求められる資格試験のための学習
を行い、英語を生かした職業で求められる基本的な
知識の習得および英語力の向上をはかる。

英語学

英語の語学的知識を学び、英語と文化や社会との関係
を認識する能力を養う。さらに、英語の特性を科学的に
分析し、その研究成果を教育に活かす能力を育成す
る。

●演習ＩＩ
●卒業論文

■文学部　　英 文 学 科

●リーディングスキルＩＡ・ＩＢ
●スピーキングスキルＩ
●ライティングスキルＩＡ・ＩＢ
●CALL演習Ａ・Ｂ

●リーディングスキルＩＩ
●スピーキングスキルＩＩ
●ライティングスキルＩＩＡ
●ライティングスキルＩＩＢ

●基礎演習
●英米文学・文化基礎講読
●英米文学・文化概説

●英米文学・文化研究Ａ～Ｃ
●演習Ｉ

専
攻
科
目

●イギリス文学史Ａ・Ｂ
●アメリカ文学史Ａ・Ｂ
●英米文学・文化講読Ａ～Ｃ
●英米文学・文化論特殊講義
●イギリス文化論　●アメリカ文化論

●観光通訳基礎　●観光通訳実践
●会議通訳基礎　●会議通訳実践
●翻訳基礎 ●翻訳実践
●TOEFLセミナー　●TOEICセミナー
●コミュニケーション概論Ａ・Ｂ

●キャリアスピーキングＡ・Ｂ
●キャリアライティングＡ・Ｂ
●パブリックスピーキング
●アドヴァンストイングリッシュ

●英文法Ａ・Ｂ
●英語音声学

●英語史Ａ・Ｂ
●英語学講読Ａ・Ｂ

【
資

料
３

】
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

英語スキル養成科目

英語学部門

コミュニケーション学部門

ビジネス英語部門

言語文化部門

演習・卒業論文 ●演習
●卒業論文

●ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門
●国際ビジネス

●ビジネス英会話
●ビジネス英語
●ビジネス英語講読A・B
●ビジネス英語特殊講義

国際ビジネスや貿易（輸出入取引）に関連する、メーカー、運
輸・流通、金融、保険など多岐にわたる業界についての知識、
また国際情勢や世界経済の情報を理解するデータや書類の読
解やそれらを発信するための英語力を養う。さらに、異文化経
営や国際ビジネスにおける交渉力、意思決定能力、リーダー
シップなどの英語によるビジネス・コミュニケーションの知識とス
キルを学ぶ。

●英米文学講読A・B
●イギリス文学史A・B
●アメリカ文学史A・B

●言語文化論A・B
●英米文学・文化研究A・B・C西洋の文化や言語に影響を与えた神話や宗教的逸話、或は日

本文化の主なスタイルとその歴史的背景について学び、異なる
文化や社会のみならず、自国の文化や社会に対して知的な見
方ができるような思考力を鍛える。アカデミックライティング、及
び英語による議論とプレゼンテーションのスキルを磨く。

■文学部外国語学科　英 語 専 攻

専
攻
科
目

●英語総合演習A・B
●英語音声演習A・B
●TOEFL・TOEIC演習A・B
●英語演習ⅠA・B
●リーディングスキルⅠ
●スピーキングスキルⅠA・B

●英語演習ⅡA・ⅡB
●リーディングスキルⅡ
●スピーキングスキルⅡA・ⅡB
●ライティングスキルⅠA・ⅡB
●英文法

●英語演習ⅢA・ⅢB
●スピーキングスキルⅢAⅢ・B
●ディスカッションスキル
●ライティングスキルⅡA・ⅡB

グローバル社会における英語の広がりを背景に、言語普遍性を
念頭に置いた英語の理論的・認知科学的知見に目を開くと共
に、歴史と社会の変容に伴う英語の多様性に目を向け、英語を
より深く広い文化と社会の文脈の中で理解し、論理的思考力お
よび批判的思考力を備えた、教育研究分野をはじめとする社会
で実践的に活躍できる力を身につける。

●コミュニケーション学入門
●コミュニケーション学基礎演習A（理論）
●コミュニケーション学基礎演習B（研究
法）

●対人ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
●異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
●パブリックスピーキング
●マスコミ論
●コミュニケーション特殊講義

英語の語学的知識を習得した上で、グローバル社会で実践的
に有効なコミュニケーション能力を養成する。そのためにコミュニ
ケーション学の基本的知識を習得し、それに基盤を置く能力を
向上し、異文化はもちろんさまざまな対人関係を創造的に育む
総合的コミュニケーション能力とともに、社会のあり方に関心を
抱き、問題を発見、解決する能力を習得する。

●英語演習Ⅳ
●英語演習Ⅴ「読む」「書く」「話す」「聴く」の4つのスキルを中心に学び、専門

領域で英語を生かした学習活動ができる英語力を身につけると
同時に、英語の修得を通じて、豊かな教養、批判的思考力、お
よび国際的に通用するコミュニケーション力を獲得する。

●ことば学入門
●英語学概論A・B

●英語音声学
●英語学研究A・B・C・D・E
●英語史A・B
●英語学特殊講義
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　 第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

フランス語運用能力

コミュニケーション能力

他国の人たちと意思疎通を行うために十分な言語力を
備え、異なる価値観を越えて関係を構築し、その関わ
りを通して、自発的に新たな価値観を創造していく実
践力をもっている。

文化の多様性に対する理解力と思考力

専門総合化能力

●フランス語学研究Ⅰ・Ⅱ

●メディア・フランス語

●フランス語アトリエ
●フランス映画論Ⅱ
●フランス文学研究Ⅰ・Ⅱ

●演習 ●演習
●卒業論文

これまでに学んできたフランス語、フランス語圏の文
化、文学、歴史、社会などの専門科目の知識を統合、
発展させて人・モノ・情報が地球規模で流動する社会
の中でどのような能力が求められるのかを見極める。
質の高い語学力を活用して、異なる価値観を持つ人
たちとコミュニケーションを行い、関わりを通して社会や
ビジネスを動かす発信力をもつ。

●フランス文化演習Ａ・Ｂ
●フランス留学準備実習
●フランス現代社会論
●フランス事情
●フランス映画論Ⅰ
●フランス食文化研究
●フランスモード研究
●フランス史研究
●フランス表象文化論
●フランス文化遺産論

●フランス文化基礎演習Ａ・Ｂ

●特殊講義

専
攻
科
目

フランス語による発話や文章の内容を正しく理解した
り、自分の考えや状況に応じた表現を適切に相手に伝
達することができる。語彙・知識力、文法力、読解力、
作文力などをバランスよく身につけている。

■文学部外国語学科　フランス語専攻

●フランス語基礎文法Ａ・Ｂ
●フランス語基礎会話Ⅰ・Ⅱ
●フランス語基礎総合Ⅰ～Ⅲ

●フランス語コミュニケーション集中演習Ⅰ・Ⅱ
●フランス語コミュニケーション集中演習ⅢＡ・ⅢＢ
●フランス語コミュニケーション演習ⅠＡ・ⅠＢ
●フランス語コミュニケーション演習ⅡＡ・ⅡＢ
●フランス語コミュニケーション演習ⅢＡ・ⅢＢ

フランス語圏各地に固有の文化があることを発見しそ
の価値を正しく理解し考察することができる。文化的表
現の多様性を認め、グローバル化が進む世界の中で
多文化共生の課題に向き合うことができる。

●フランス語文法Ａ・B
●フランス語テクスト演習Ａ・B
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

基礎

・共同学習作業に必要な自己表現を通じて、他者と適切なコ
ミュニケーションを取り交わすことができる。
・商学部で取り扱う学問体系を理解し、学部の教育目標を把握
し、主体的に学修することができる。
・外国語資料の読解を通じて、経済社会や企業経営について
複眼的に理解することができる。

商学

・流通や物流、金融の機能と基本原理を理解し、これらの知識
を現実の商取引を理解するために応用することで、急速に変
化する経済社会に柔軟に対応することができる。
・流通や物流、金融に係る歴史・現状・政策やリスク管理の手
法を理解し、これらの知識を現実の商取引に応用することで、
商取引におけるさまざまな課題を解決することができる。

会計学

・会計分野の高度な専門知識をもつスペシャリストとして、会計
情報を作成することができる。
・会計情報に基づく経営分析を行い、経営改善に向けたプレ
ゼンテーションを行うことができる。

経営学

・高度な倫理観に支えられた論理的な思考ができる。
・現代の経済社会における問題と経済活動の重要な一翼を担
う企業の経営について、理論と実態調査に基づいて正確に理
解し、それを論理的に表現することができる。

経営情報学

・アプリケーション、データベース、ネットワークについて基礎的
な技法を修得し、経済社会や経営の分析に活用することがで
きる。
・経済社会や経営で生起する諸現象を定量的に分析すること
ができる。

研究・応用
・ビジネスプロセスで生じる具体的な問題について、国内外の
資料を渉猟検討し、専門知識に基づき解決案を導くことができ
る。
・問題解決のためのアイデアを具体的な形で表現し、その有効
性を実証するための調査を計画し、実行することができる。
・新たな環境を創造するよう能動的に取り組むことができる。

●経営倫理学 ●経営組織論 ●キャリア･ディベロップメント論 ●現代企業論
●経営思想論 ●組織行動論 ●経営社会学 ●ベンチャー企業論
●経営史 ●経営戦略論 ●現代社会学 ●非営利組織論
●日本経営史 ●労務管理論 ●マーケティング論 ●国際経営論
●国際経営史 ●報償管理論 ●マーケティング戦略論 ●ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論
●経営管理論 ●労使関係論 ●マーケティング･コミュニケーション論

●演習ⅡA・ⅡB
●外国語文献演習Ⅰ・Ⅱ
●キャリア発展研究
●ビジネス・スタディ特殊講義
●グローバル・スタディ特殊講義

●演習ⅢA・ⅢB
●卒業論文

●演習

●ビジネス時系列分析演習Ⅰ･Ⅱ ●経営統計学 ●知識情報処理論
●サプライチェーン･マネジメント
●ビジネス多変量解析演習Ⅰ･Ⅱ ●ビジネス予測 ●データベース論　●Ｗｅｂビジネス論
●情報ネットワーク技術演習Ⅰ･Ⅱ ●経営科学 ●情報システム論　●電子商取引論
●ビジネスデータ管理演習Ⅰ･Ⅱ ●意思決定論 ●財務管理論Ⅰ･Ⅱ
●ビジネス･シミュレーション演習Ⅰ･Ⅱ　●情報ネットワーク論　●生産管理論

●情報処理概論

●外国語発展研究Ⅰ・Ⅱ

専
攻
科
目

■商学部　　商 学 科

●基礎演習Ⅰ・Ⅱ
●商学入門
●会計学入門
●経営学入門
●経営情報学入門
●基礎簿記
●ビジネス情報処理基礎

●ビジネス外国語

●流通総論
●商業史概論
●金融史

●簿記原理Ⅰ・Ⅱ

●流通システム論　●商業政策論 ●交通論 ●金融システム論　●ﾘｽｸ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論
●流通史 ●国際ビジネス論Ⅰ･Ⅱ　●観光ビジネス論　●証券論 ●保険史
●市場調査論 ●多国籍企業論 ●外国為替論 ●証券市場論 ●信託論
●消費者政策論 ●海外ビジネス事情Ⅰ･Ⅱ●銀行論 ●保険総論 ●貿易史
●広告論 ●ロジスティクス論 ●金融政策論 ●保険各論 ●商業史

●簿記原理Ⅲ･Ⅳ ●簿記会計史 ●租税法論Ⅰ･Ⅱ ●国際会計論Ⅰ･Ⅱ　●工業簿記実習
●工業簿記論Ⅰ･Ⅱ　●会計監査論Ⅰ･Ⅱ　●財務諸表論Ⅰ･Ⅱ　●経営分析論Ⅰ･Ⅱ　●会計学持論Ⅰ～Ⅳ
●会計学原理Ⅰ･Ⅱ　●原価会計論Ⅰ･Ⅱ　●管理会計論Ⅰ･Ⅱ　●商業簿記実習8



　 第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

基礎

・共同学習作業に必要な自己表現を通じて、他者と適切なコミュニ
ケーションを取り交わすことができる。
・商学部で取り扱う学問体系を理解し、学部の教育目標を把握し、
主体的に学修することができる。
・外国語資料の読解を通じて、経済社会や企業経営について複眼
的に理解することができる。

経営学

・高度な倫理観に支えられた論理的な思考ができる。
・現代の経済社会における問題と経済活動の重要な一翼を担う企
業の経営について、理論と実態調査に基づいて正確に理解し、そ
れを論理的に表現することができる。

経営情報学

・アプリケーション、データベース、ネットワークについて基礎的な技
法を修得し、経済社会や経営の分析に活用することができる。
・経済社会や経営で生起する諸現象を定量的に分析することができ
る。

商学

・流通や物流、金融の機能と基本原理を理解し、これらの知識を現
実の商取引を理解するために応用することで、急速に変化する経済
社会に柔軟に対応することができる。
・流通や物流、金融に係る歴史・現状・政策やリスク管理の手法を理
解し、これらの知識を現実の商取引に応用することで、商取引にお
けるさまざまな課題を解決することができる。

会計学  

・会計分野の高度な専門知識をもつスペシャリストとして、会計情報
を作成することができる。
・会計情報に基づく経営分析を行い、経営改善に向けたプレゼン
テーションを行うことができる。

研究・応用

・ビジネスプロセスで生じる具体的な問題について、国内外の資料
を渉猟検討し、専門知識に基づき解決案を導くことができる。
・問題解決のためのアイデアを具体的な形で表現し、その有効性を
実証するための調査を計画し、実行することができる。
・新たな環境を創造するよう能動的に取り組むことができる。

●演習ⅡA・B　●外国語文献演習Ⅰ・Ⅱ
●キャリア発展研究
●ビジネス･スタディ特殊講義
●グローバル・スタディ特殊講義

●情報処理概論

●経営倫理学　●経営組織論　●キャリア・ディベロップメント論　　　　●現代企業論
●経営思想論　●組織行動論　●経営社会学　　　　　　　　　　　　　　●ベンチャー企業論
●経営史　　　●経営戦略論　●現代社会学　　　　　　　　　　　　　　●非営利組織論
●日本経営史　●労務管理論　●マーケティング論　　　　　　　　　　　●国際経営論
●国際経営史　●報償管理論　●マーケティング戦略論　　　　　　　　　●イノベーション・マネジメント論
●経営管理論　●労使関係論　●マーケティング・コミュニケーション論　●ビジネスケース演習Ⅰ・Ⅱ

●ビジネス時系列分析演習Ⅰ･Ⅱ　　　　　●経営統計学　　　　　●知識情報処理論
●サプライチェーン･マネジメント
●ビジネス多変量解析演習Ⅰ･Ⅱ　　　　　●ビジネス予測　　　　●データベース論　●Ｗｅｂビジネス論
●情報ネットワーク技術演習Ⅰ･Ⅱ　　　　●経営科学　　　　　　●情報システム論　●電子商取引論
●ビジネスデータ管理演習Ⅰ･Ⅱ　　　　　●意思決定論　　　　　●財務管理論Ⅰ･Ⅱ
●ビジネス･シミュレーション演習Ⅰ･Ⅱ　 ●情報ネットワーク論　●生産管理論

●演習ⅡⅠＡ・Ｂ
●卒業論文

●流通概論
●商業史総論
●金融史

●流通システム論　●商業政策論　　　　　  ●交通論　　　　　●金融システム論　●リスク･マネジメント論
●流通史　　　　　●国際ビジネス論Ⅰ･Ⅱ 　●観光ビジネス論　●証券論　　　　　●保険史
●市場調査論　　　●多国籍企業論　　　　  ●外国為替論　　　●証券市場論　　　●信託論
●消費者政策論　　●海外ビジネス事情Ⅰ･Ⅱ ●銀行論　　　　　●保険総論　　　　●貿易史
●広告論　　　　　●ロジスティクス論　　  ●金融政策論　　　●保険各論　　　　●商業史

●簿記原理ⅡⅠ･Ⅳ　●簿記会計史　　　 ●租税法論Ⅰ･Ⅱ　　●国際会計論Ⅰ･Ⅱ　●工業簿記実習
●工業簿記論Ⅰ･Ⅱ　●会計監査論　　　 ●財務諸表論Ⅰ･Ⅱ　●経営分析論Ⅰ･Ⅱ　●会計学特論Ⅰ～Ⅳ
●会計学原理Ⅰ･Ⅱ  ●原価会計論Ⅰ･Ⅱ  ●管理会計論Ⅰ･Ⅱ　●商業簿記実習

●簿記原理Ⅰ・Ⅱ

■商学部　　経 営 学 科

●基礎演習Ⅰ・Ⅱ
●経営学入門
●経営情報学入門
●商学入門
●会計学入門
●基礎簿記
●ビジネス情報処理基礎

●ビジネス外国語

専
攻
科
目

●外国語発展研究Ⅰ・Ⅱ ●演習Ⅰ
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　 第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

理論経済学

経済理論の基礎を学び、経済学的な思考に基づいて
現実の経済現象を理解できるようになることを目標とす
る。1年次は経済理論の基礎を、2年次以降はより高度
な経済理論及び現実問題への応用を学ぶ。また同時
に経済数学を履修することで分析に必要な数学的素
養を身につけることができる。

経済史

経済理論の基本的知識と歴史学の厳密な実証分析方
法とを融合した経済史は経済学の応用分野に当たり、
3年次以上に配当している。現代経済の実態を、政治
経済・社会・文化など多様な側面から歴史的に分析す
るための応用力を養う。

経済政策

経済政策が及ぶ範囲は幅広い。2年次には、財政や金
融など経済制度の基本的な仕組み、関連データの読
み方、経済モデルに基づく政策分析の基本を学ぶ。こ
れらを基礎として、産業、労働、環境、社会保障などの
分野における経済政策の意義を学ぶ。

国際経済

グローバリゼーションの実態を、日本を含む世界全体
の諸相を広く学ぶ「世界と日本の経済」を1年次に履修
する。2年次以降でより専門的な知識を身に着け、世界
経済の現状と課題を学ぶ。

財政学・金融論  

経済学の応用分野であるため、経済学の基礎知識を
身につけていることを前提に、3年次以上で日本の財
政制度・政策、金融制度・政策を学ぶ。生活に密接に
かかわる分野であるため多くの実例を基に財政・金融
の仕組みと現状を学ぶ。

●財政学総論
●金融論

■経済学部　　経 済 学 科

●比較経済体制論

●経済政策 Ⅰ
●経済地理

●日本経済史
●西洋経済史

●経済政策Ⅱ
●環境政策
●労働政策
●産業組織論
●日本経済論

●経済数学 Ⅰ
●マクロ経済学 Ⅰ
●政治経済学
●ミクロ経済学 Ⅰ

●経済数学Ⅱ　　 ●マクロ経済学Ⅱ
●経済思想史 　　●ミクロ経済学Ⅱ
●計量経済学Ⅰ　●国際経済学
●環境経済学　　 ●労働経済学

●世界と日本の経済 ●世界経済論

専
攻
科
目

1
0



第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上■経済学部　　経 済 学 科

統計学

日常データや経済データの特性を理解し、それらを有
効に活用するために必要な基礎知識を学ぶと共に、実
証的分析手法の基礎と応用について実践的に学ぶ。1
年次に記述統計学、推測統計学の基礎事項を概観し
た上で、2年次以降、その応用分析の手法について学
ぶ。

社会政策

社会政策は、政府が個人の幸福追求を支援するため
に講じる諸手段を対象とする総合政策学である。2年次
で労働問題や社会保障、社会福祉など多様な分野に
おける政策実態を広く学び、3年次以降でより個別専門
性の高い内容を学ぶ。

演習

演習(ゼミナール）は少人数で様々なテーマについて協
力して研究を行う場であり、コミュニケーション能力とプ
レゼン能力を鍛える場である。1年次の「基礎演習Ⅰ」
で経済学部で勉強する心構えと勉強のやり方を学び、
2年次の「基礎演習Ⅱ」で実用的能力を身につける。3
年次以上に配当されているより専門性の高い「演習
Ⅰ」、「演習Ⅱ」と卒業論文は、経済学部における学修
の集大成の場である。

外国語

1年次から、英語の新聞・雑誌などを通じて専門的な英
語を学び、同時に実践的な会話を重視した科目を配
当している。2年次には韓国語の科目を置き、同時に英
語運用能力も継続して向上できるように科目配当して
いる。

実習

具体的な計算などの問題演習を通じて、経済学の実践
的な知識と応用力を身につける。経済学の基礎知識と
思考方法を前提とするので、2年次以降に科目を配当
し、理解を深めるためにきめ細かい指導を行う。

●社会保障論
●医療経済学

●経済英語Ⅲ
●時事英語Ⅱ

●演習Ⅱ
●卒業論文専

攻
科
目

●演習 Ⅰ
●発展研究Ａ・Ｂ

●基礎統計学

●基礎演習 Ⅰ

●経済英語 Ⅰ
●経済英語表現 Ⅰ

●マクロ経済学実習
●ミクロ経済学実習
●経済情報処理実習
●商業簿記実習　●工業簿記実習

●統計学総論

●社会政策

●基礎演習Ⅱ

●経済英語Ⅱ
●時事英語 Ⅰ
●経済英語表現Ⅱ
●韓国語会話

1
1



　 第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

理論経済学
経済理論の基礎を学び、経済学的な思考に基づいて現実の経
済現象を理解できるようになることを目標とする。1年次は経済
理論の基礎を、2年次以降は基本的な経済モデルを国際経済と
関連する諸問題へ応用する方法を学ぶ。またアジアや欧米など
各地域に焦点を当てた講義を並行して履修することで国際経済
に関する諸問題をバランスよく分析できるようになる。

経済史
経済理論の基本的知識と歴史学の厳密な実証分析方法とを融
合した経済史は経済学の応用分野に当たる。世界経済の要で
あるアメリカ経済の歴史を2年次以降で学び、3年次以降は日
本・西洋経済史を学ぶことで現代経済の実態を、政治経済・社
会・文化など多様な側面から歴史的に分析するための応用力を
養う。

経済政策

経済政策が及ぶ範囲は幅広い。2年次には、財政や金融など
経済制度の基本的な仕組み、関連データの読み方、経済モデ
ルに基づく政策分析の基本を学ぶ。これらを基礎として、3年次
には国際経済の諸問題に対応すべく実施される為替介入や貿
易政策など多様な経済政策の意義を学ぶ。

国際経済

グローバリゼーションの実態を、日本を含む世界全体の諸相を
広く学ぶ「世界と日本の経済」を1年次に履修し、2年次以降で
世界経済の現状と課題と共に、特に日本と関係の深いアメリカ、
中国、東南アジア、中東経済について専門的に学ぶ。3年次で
は韓国、ヨーロッパ、ロシア・東欧経済を学び、世界経済を多面
的かつ深く分析する能力を身につける。

財政学・金融論  

経済学の応用分野であるため、経済学の基礎知識を身につけ
ていることを前提に、3年次以上で日本及び外国の財政制度・
政策、金融制度・政策を学ぶ。生活に密接にかかわる分野であ
るため多くの実例を基に財政・金融の仕組みと現状を学ぶ。

■経済学部　　国 際 経 済 学 科

●経済数学 Ⅰ
●マクロ経済学 Ⅰ
●政治経済学
●ミクロ経済学 Ⅰ

●経済思想史
●国際経済学
●計量経済学Ⅰ
●環境経済学
●労働経済学

●日本経済史
●西洋経済史

●アメリカ経済史

専
攻
科
目

●経済政策 Ⅰ ●国際経済政策

●世界と日本の経済
●世界経済論
●資源経済論
●中国経済論
●中東経済論
●アメリカ経済論
●東南アジア経済論

●国際経済開発論
●比較経済体制論
●海外直接投資論
●韓国経済論
●ヨーロッパ経済論

●財政学総論
●金融論
●国際金融論

1
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上■経済学部　　国 際 経 済 学 科

統計学

日常データや経済データの特性を理解し、それらを有効に活用
するために必要な基礎知識を学ぶと共に実証的分析手法の基
礎と応用について実践的に学ぶ。1年次に記述統計、推測統計
の基礎事項を概観した上で、2年次以降、その応用分野の手法
について学ぶ。

社会政策

社会政策は、政府が個人の幸福追求を支援するために講じる
諸手段を対象とする総合政策学である。3年次で、社会保障、
医療など多様な分野における政策実態を広く学び、国際比較
の視座を得る。

演習

演習(ゼミナール）は少人数で様々なテーマについて協力して
研究を行う場であり、コミュニケーション能力とプレゼン能力を鍛
える場である。1年次の「基礎演習Ⅰ」で経済学部で勉強する心
構えと学習上のスキルを学び、2年次の「基礎演習Ⅱ」で実用的
能力を身につける。3年次以上に配当されているより専門性の
高い「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」と卒業論文は、経済学部における学
修の集大成の場である。

外国語

国際経済を学ぶ上で英語は必須のツールである。1年次から、
英語で書かれた新聞・雑誌などを通じて専門的な英語を学び、
同時に実践的な会話を重視した科目を配当している。2年次に
は韓国語の科目を置き、同時に英語運用能力も継続して向上
できるように科目配当している。

実習

具体的な計算などの問題演習を通じて、経済学の実践的な知
識と応用力を身につける。経済学の基礎知識と思考方法を前
提とするので、2年次以降に科目を配当し、理解を深めるために
きめ細かい指導を行う。

●演習Ⅱ
●卒業論文

●基礎統計学

●経済英語 Ⅰ
●経済英語表現 Ⅰ

●経済英語Ⅱ
●時事英語 Ⅰ
●経済英語表現Ⅱ
●韓国語会話

●経済英語Ⅲ
●時事英語Ⅱ

●社会保障論
●医療経済学

●統計学総論

専
攻
科
目

●基礎演習 Ⅰ ●基礎演習Ⅱ ●演習 Ⅰ
●発展研究Ａ・Ｂ

●マクロ経済学実習
●ミクロ経済学実習
●経済情報処理実習
●商業簿記実習
●工業簿記実習

1
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

導入科目

法律学を学ぶ上での基礎力を身に
つける

基本法律科目

法律学の基本となる専門知識の修
得とそれを用いた法的思考力・法
解釈力を身につける

発展法律科目

基本的な法的思考力の上に発展
的な分野における法的問題解決力
を身につける

国際関係法・政治学科目

国際社会に生起する諸問題につ
いての分析力を身につける

専門語学科目

諸外国の法制度を分析するための
専門的な語学力を身につける

演習・実務関連科目

法的な議論を行うことができる力を
身につける

●憲法Ⅰ(総論・統治機構)
(日本国憲法2単位を含む。)

●司法制度論
●民法(総則)

●憲法Ⅱ(基本的人権) (日本国憲法2単位を含む。)
●行政法総論 ●刑法Ⅰ(総論)
●刑法Ⅱ(各論) ●民法(物権)
●民法(債権総論) ●民法(契約法)
●民法(親族・相続) ●民法(不法行為等)
●会社法Ⅰ(企業組織法)  ●会社法Ⅱ(企業金融法)
●民事手続法Ⅰ(判決手続)●国際法Ⅰ

●行政救済法
●刑事手続法(刑事訴訟法)
●刑事政策
●法哲学Ⅰ
●法哲学Ⅱ
●法制史
●法社会学

■法学部　　法 律 学 科

専
攻
科
目

●法律学の基礎　●民法入門
●刑事法入門
●手続法入門
●国際関係法入門

●個別的労使関係法 ●経済法
●企業取引法Ⅰ(商法総則)
●企業取引法Ⅱ(商取引法)
●民事手続法Ⅱ(民事執行・保全法)
●知的財産法(概論)
●国際法Ⅱ
●国際関係私法概論

●団体的労使関係法 ●社会保障法　●少年法
●租税法 ●租税手続法
●企業取引法Ⅲ(保険法･海商法)●地方自治法
●金融法Ⅰ(企業決済法) ●国際取引法
●金融法Ⅱ(金融商品取引法) ●知的財産法(応用)
●民事手続法Ⅲ(倒産処理法) ●国際私法Ⅱ(財産法)
●国際私法Ⅰ(総論・家族法) ●国際民事手続法

●英書講読Ⅰ,Ⅱ
●英書講読,Ⅲ,Ⅳ,V,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ
●専門外国語ⅠA(ドイツ),ⅠB(ドイツ)
●専門外国語ⅡA(フランス),ⅡB(フランス)
●専門外国語ⅢA(ロシア),ⅢB(ロシア
●専門外国語ⅣA(中国),ⅣB(中国)
●専門外国語VA(韓国),VB(韓国)

●基礎演習
●専門演習Ⅰ
●弁護士実務からみた法学
●応用法律学(法の理論と実務)

●専門演習Ⅱ
●応用法律学(公法) ●応用法律学(刑事法)
●応用法律学(民事法Ⅰ)    ●応用法律学(民事法Ⅱ)

●専門演習Ⅲ
●専門演習Ⅳ

●政治学原論
●国際政治経済論
●平和研究

●国際人権法　　●国際環境法　　●海洋法
●外国法Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,V,Ⅵ
●国際関係史　　●国際政治学　　●政治史
●日本政治論　　●比較政治学
●地域研究Ⅰ(アジア太平洋)
●地域研究Ⅱ(アメリカ)
●地域研究Ⅲ(ヨーロッパ)
●社会科学総合講座　 ●国際協力論　 ●国際開発論

●国際組織法
●地域共同体法
●国際経済法
●国際紛争解決法
●国際知的財産法
●模擬国際裁判
●政治思想史
●行政学 ●地方自治論 ●国際取引法発展

1
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

導入科目

法律学を学ぶ上での基礎力を身に
つける

国際関係法科目　A 基本科目

国際関係法の基本的専門知識の
習得とそれを用いた法的思考力を
身につける

国際関係法科目　B 発展科目

国際関係法の発展的分野におけ
る法的問題解決能力を身につける

政治学科目

政治学・国際関係分野の専門知識
の習得とそれを用いた国際社会の
問題の分析力を身につける

基本法律科目

法律学の基本となる専門知識の修
得とそれを用いた法的思考力・法
解釈力を身につける

基礎・発展法律科目

基本的な法的思考力の上に発展
的な分野における法的問題解決力
を身につける

専門語学科目

国際関係および国際関係法の分
析力を向上させるための専門的な
語学力を身につける

演習・実務関連科目

法的・政治学的な議論を行うことが
できる力を身につける

●政治学原論
●国際政治経済論
●平和研究

●国際法Ⅰ ●国際法Ⅱ
●国際関係私法概論 　●国際協力論

●国際組織法 ●国際紛争解決法
●国際私法Ⅰ(総論・家族法)
●国際私法Ⅱ(財産法)
●国際民事手続法　●国際取引法

●基礎演習 ●専門演習Ⅰ
●弁護士実務からみた法学
●応用法律学(法の理論と実務)

●専門演習Ⅱ
●応用法律学(公法) ●応用法律学(刑事法)
●応用法律学(民事法Ⅰ)　●応用法律学(民事法Ⅱ)

●専門演習Ⅲ
●専門演習Ⅳ

●英書講読Ⅰ,Ⅱ
●海外外国語研修Ⅰ

●英書講読Ⅲ,Ⅳ,V,Ⅵ,Ⅶ,VⅢ
●専門外国語ⅠA(ドイツ),ⅠB(ドイツ)
●専門外国語ⅡA(フランス),ⅡB(フランス)
●専門外国語ⅢA(ロシア),ⅢB(ロシア)
●専門外国語ⅣA(中国),ⅣB(中国)
●専門外国語VA(韓国),VB(韓国)
●海外外国語研修Ⅱ

■法学部　国際関係法学科

専
攻
科
目

●法律学の基礎　●民法入門
●刑事法入門 ●手続法入門
●国際関係法入門

●個別的労使関係法 ●経済法
●民法(親族・相続)
●企業取引法Ⅰ(商法総則)
●企業取引法Ⅱ(商取引法)
●民事手続法Ⅱ(民事執行・保全法)
●知的財産法(概論)

●国際人権法
●国際環境法
●海洋法
●外国法Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,V,Ⅵ

●地域共同体法 ●国際知的財産法
●国際経済法 ●模擬国際裁判
●国際取引法発展

●憲法Ⅰ(総論・統治機構)
(日本国憲法2単位を含む。)

●司法制度論　●民法(総則)

●憲法Ⅱ(基本的人権)  (日本国憲法2単位を含む。)
●民法(物権) ●民法(債権総論) ●民法(契約法)
●民法(不法行為等) ●行政法総論 ●刑法Ⅰ(総論)
●刑法Ⅱ(各論) ●会社法Ⅰ(企業組織法)
●会社法Ⅱ(企業金融法)　●民事手続法Ⅰ(判決手続)

●行政救済法
●刑事手続法(刑事訴訟法)
●刑事政策　●法哲学Ⅰ　●法哲学Ⅱ
●法制史 ●法社会学

●企業取引法Ⅲ(保険法・海商法)
●団体的労使関係法 ●社会保障法
●地方自治法　　●租税法　　●租税手続法
●民事手続法Ⅲ(倒産処理法) ●少年法
●金融法Ⅰ(企業決済法)
●金融法Ⅱ(金融商品取引法)　●知的財産法(応用)

●国際関係史 ●国際政治学
●政治史 ●日本政治論
●比較政治学 ●地域研究Ⅰ(アジア太平洋)
●地域研究Ⅱ(アメリカ) ●地域研究Ⅲ(ヨーロッパ)
●社会科学総合講座 　●国際開発論

●政治思想史
●行政学
●地方自治論
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

演習・卒業論文に関する科目
1年の演習では、大学で学ぶための基礎的スキルを獲得する。
3、4年の演習では、履修したさまざまな心理学の科目から得た
知識やスキルを用いて、研究を実施し、卒業研究としてまとめ
る力を獲得する。

研究法に関する科目

人間の心理や行動を科学的に分析するためのデータ収集、分
析法についての知識を獲得する。

実践・実習に関する科目

調査、観察、実験、面接を用いて、人間の心理や行動を分析
するデータ収集力やデータ分析力を獲得する。

基礎専門に関する科目

心理学の多様な領域を概観し、心理学という学問の概念を獲
得する。

認知領域

人間が、日々周りの世界を見たり聞いたり、それをもとに感じた
り記憶したり考えたりするしくみを理解する知識を獲得する。

教育・発達領域

人の精神や知能の発達や形成のプロセス、教育過程のさまざ
まな現象を理解する知識を獲得する。

社会・産業領域

社会や産業場面における人の行動を、他者との関係や置かれ
た状況との関わりから検討できる知識を獲得する。

臨床領域

心理的な悩みや問題を抱える人を理解・援助する理論や技法
（カウンセリング、心理テスト）についての知識を獲得する。

文化・環境領域

文化や環境が人間のものの見方や考え方、行動に与える影響
について理解する知識を獲得する。

●演習ＩＩ（Ａ）
●演習ＩＩ（Ｂ）
●卒業研究Ａ・Ｂ

●社会心理学
●集団力学
●コミュニケーション心理学

●対人関係心理学
●社会的影響の心理学
●産業組織心理学
●消費者行動心理学
●産業カウンセリング心理学

●心理療法
●児童臨床心理学
●犯罪心理学

●カウンセリング実習

応
用
専
攻
科
目

●心理学Ｉ・ＩＩ　　●心理学史

●心理学研究法各論Ｉ・ＩＩ・ＩＩＩ
●心理データ解析応用
●心理学文献講読
●心理学外書購読
●研究情報収集法

●心理学基礎実験
●心理学応用実験

●心理検査実習　●心理面接実習
●心理調査実習

●認知心理学Ｉ
●神経心理学
●認知心理学ＩＩ
●学習心理学

●知覚心理学
●感情心理学
●実験心理学

●発達心理学Ⅰ
●発達心理学ＩＩ
●老年心理学
●家族心理学

●教育心理学ＩＩ

●人格心理学
●臨床カウンセリング心理学
●障害児者心理学

●コミュニティ心理学
●スポーツ心理学

●日本人の心理
●環境心理学

●教育心理学Ｉ

●臨床心理学

●文化心理学

■人間科学部　　心 理 学 科

●基礎演習Ｉ・ＩＩ

●心理学研究法入門
●心理データ解析基礎
●心理学測定法

●心理データ解析発展
基
礎
専
攻
科
目

●演習Ｉ（Ａ）
●演習Ｉ（Ｂ）
●プレゼンテーション法

1
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上

日本
グローバル化の時代にあって、真の異文化理解を図るためには、自国の文
化や社会及び歴史についての理解を深めることが大切である。古代から近
現代にいたる日本の歴史を学ぶとともに、文学やアニメーションなどを通し
て現代日本文化への理解を深める。

中国・アジア
中国の歴史、言語、文化を中心に、日本や東アジア諸社会の文化の関係
性も視野に入れながら、文学、思想、民族、歴史などを学ぶ。また、グロー
バルに展開する現代世界における中国語文化圏の広がりや展開について
学びを深める。

アメリカ・太平洋

ヨーロッパ・地中海
ヨーロッパや地中海地域を中心に、神学、哲学、思想、歴史などを学ぶ。考
古学、文献学、ドイツ文学、オペラなどへの理解を通して、ヨーロッパから世
界に視野を広げ、グローバル化のプロセスにおけるヨーロッパ・地中海地域
への理解を深める。

比較
現代世界において文化はダイナミックかつ多様な展開をみせている。ヨー
ロッパを中心にそれらの文化のおおもととなる思想や文明のありかたを概観
するとともに、比較文化的視野にたってアジア太平洋地域の文化のありよう
について理解を深める。

表象
グローバルな視野にたって、絵画、建築、写真、映画、マンガ、アニメーショ
ン、音楽、舞踏など、人間の五感によって表象された対象すべてを「文化」と
して取り扱い、それを言語を使って論理的に分析・解釈・再表現したり、思
想的、経済的、政治的にアプローチしていく。

コ
ー
ス
専
攻
部
門

●卒論演習Ａ
●卒論演習Ｂ
●卒業論文

●中国・アジア文化史Ａ・Ｂ    ●東アジア古典思想Ａ・Ｂ
●中国文学概論Ａ・Ｂ ●中国民族文化論Ａ・Ｂ
●東アジア文化論Ａ・Ｂ

●日本文化史Ａ・Ｂ ●日本文化論Ａ・Ｂ
●日本文学論Ａ・Ｂ ●東アジア文化交流論Ａ・Ｂ
●日本社会論Ａ・Ｂ

■国際文化学部 　国際文化学科

演習・卒業論文 ●基礎演習A
●基礎演習B

●専門演習 ＩA
●専門演習 ＩB

文化基礎論では、教員が特定のトピックを取り上げて文化理解の基礎に関する講
義を行う。また、文化のダイナミズムでは、複数名の担当者が１つの大きなテーマ
をめぐってリレー形式で講義していく。自由に選択することができ、広い視野を獲
得することが可能となる。

基礎演習では大学での学修やプレゼンテーションの仕方を学び、２・３年次の専門演
習Ⅰ・Ⅱにおいては、各自がゼミに所属し、資料収集の方法やプレゼンテーション力
を高める。４年次の卒論演習では、各自の研究テーマにしたがって文献資料の収
集、現地調査などを行い、そこで得られた成果を卒業論文に集約する。

文化論部門 ●文化基礎論ａ～ｆ から１科目以上
●文化基礎論ｇ～ｌ から１科目以上
●文化のダイナミズムＩＡ、ＩＢ、ＩＩＡ、ＩＩ
Ｂから２科目以上／ＩＩＩＡ、ＩＩＩＢ、ＩＶＡ、
ＩＶＢから２科目以上

●専門演習 ＩＩA
●専門演習 ＩＩB

専
攻
科
目

●ヨーロッパ・地中海文化史Ａ・Ｂ ●ヨーロッパ文学論Ａ・Ｂ
●ドイツ文化論Ａ・Ｂ ●イタリア・地中海文化論Ａ・Ｂ
●古代キリスト教文化論Ａ・Ｂ

●アメリカ思想文化論Ａ・Ｂ

●アメリカ・太平洋文化史Ａ・Ｂ ●アメリカ社会文化論Ａ・Ｂ
●アメリカ宗教文化論Ａ・Ｂ

多民族国家アメリカの歴史、宗教、思想、多文化主義、外交などを多面的
に学び、理解を深める。また、19世紀以降、相互の交流を深める太平洋諸
地域、アジア社会などとの諸関係について、グローバルな視野に立って考
察する。

●比較文化史Ａ・Ｂ ●比較思想論Ａ・Ｂ
●比較社会文化論Ａ・Ｂ ●文化人類学Ａ・Ｂ

●表象文化史Ａ・Ｂ ●表象文化論Ａ・Ｂ
●表象メディア論Ａ・Ｂ ●美学・芸術学Ａ・Ｂ
●芸術文化史Ａ・Ｂ
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第１年次以上 第２年次以上 第３年次以上 第４年次以上■国際文化学部 　国際文化学科

自由研究部門 ●海外語学学修Ｉ
●海外語学学修ＩＩ

●自由研究Ｉ
●自由研究ＩＩ

●実用外国語Ａ・Ｂ ●専門外国語Ａ・Ｂ

学部共通部門 ●社会調査実習Ａ・Ｂ

上記の各文化コースで学ぶそれぞれの科目に関連した思想、歴史、文化などに
関連する科目を配置し、文化や社会を理解するための手助けをする。また、本学
部独自の社会調査士資格取得プログラムのための基礎的な科目を準備してい
る。

●現代哲学思想Ａ・Ｂ   ●ヨーロッパ史Ａ・Ｂ
●世界史概論Ａ・Ｂ ●宗教学Ａ・Ｂ
●日本史概論Ａ・Ｂ ●文化社会学Ａ・Ｂ
●中国史Ａ・Ｂ ●文化創造論Ａ・Ｂ
●アメリカ史Ａ・Ｂ ●ｱｼﾞｱ大衆文化論Ａ・Ｂ

●ジャーナリズム論Ａ・Ｂ
●ジェンダー論Ａ・Ｂ
●人文地理学Ａ・Ｂ
●地誌学Ａ・Ｂ
●自然地理学Ａ・Ｂ

●日本民俗学Ａ・Ｂ ●ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｹﾙﾄ
●国語学Ａ・Ｂ 　文化論Ａ・Ｂ
●漢文Ａ・Ｂ ●比較文化概論Ａ・
Ｂ
●考古学Ａ・Ｂ
●古文書学Ａ・Ｂ

専
攻
科
目

専門外国語
本学部独自の専門的な外国語科目で、英語、中国語、韓国語、ドイツ語、フラン
ス語、イタリア語などが準備されている。研究資料の講読などに必要な読解を中
心とした高度な専門的語学能力の養成を目指している。

海外における外国語現地学習を行いながら、現地の文化に触れ、そこでの学び
をとおして、より高度な語学力習得と異文化の多面的理解につとめる。また、各自
の関心にしたがって、文化や社会に関わる研究テーマをたてて自由研究を行い、
探求心を養う。

●社会調査法
●質的データ分析論

1
8



文学部　英文学科　文学・翻訳系

基礎演習 2 英米文学・文化基礎講読 2 リーディングスキルII 2 演習I 演習I 4 演習II 演習II 4

リーディングスキルIA 2 リーディングスキルIB 2 スピーキングスキルII 2

スピーキングスキルI 2 ライティングスキルIIA 2

ライティングスキルIA 2 ライティングスキルIB 2

CALL演習A 2 CALL演習B 2

英米文学・文化概説 2

イギリス文学史A 2 イギリス文学史B 2 英米文学・文化研究A 2 英米文学・文化研究B 2

アメリカ文学史A 2 アメリカ文学史B 2 英米文学・文化研究C 英米文学・文化研究C 4

英米文学・文化講読A 2 英米文学・文化講読B 2

英米文学・文化講読C 英米文学・文化講読C 4

イギリス文化論 2 アメリカ文化論 2 英米文学・文化研究C 英米文学・文化研究C 4 英米文学・文化研究A 2 卒業論文 4

英文法A 2 英文法B 2 コミュニケーション概論A 2 コミュニケーション概論B 2

英語音声学 2 ライティングスキルIIB 2 英語史A 2 英語史B 2

英米文化・文化論特殊講義 2 英語学講読A 2 英語学講読B 2

英米文学・文化論特殊講義 2

英文ワープロI 2 英文ワープロII 2 アメリカ史A 2 アメリカ史B 2

情報活用基礎 2 情報処理応用IA 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 西洋文学 A 2 西洋文学 B 2 4

社会科学 社会学 I 2 社会学 II 2 4

自然科学 環境地理 I 2 生命科学 Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

フランス語初級Ⅰ フランス語初級Ⅰ 2

フランス語初級Ⅱ フランス語初級Ⅱ 2

128 128年次履修単位数 44 40 34 10

12

20

専
攻
科
目

必修 34

96
選択必修 24

自由選択 38

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目区分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
合計

共
通
科
目

外国語 4

関連科目 12

【
資
料
４
】

1
9



文学部　英文学科　キャリアイングリッシュ系

基礎演習 2 英米文学・文化基礎講読 2 リーディングスキルII 2 演習I 演習I 4 演習II 演習II 4

リーディングスキルIA 2 リーディングスキルIB 2 スピーキングスキルII 2

スピーキングスキルI 2 ライティングスキルIIA 2

ライティングスキルIA 2 ライティングスキルIB 2

CALL演習A 2 CALL演習B 2

英米文学・文化概説 2

イギリス文学史A 2 イギリス文学史B 2 英米文学・文化研究A 2 英米文学・文化研究B 2

アメリカ文学史A 2 アメリカ文学史B 2 英米文学・文化研究C 英米文学・文化研究C 4

英米文学・文化講読A 2 英米文学・文化講読B 2

英米文学・文化講読C 英米文学・文化講読C 4

翻訳基礎 2 翻訳実践 2 キャリアスピーキングA 2 キャリアスピーキングB 2 パブリックスピーキング 2

観光通訳基礎 2 観光通訳実践 2 キャリアライティングA 2 キャリアライティングB 2 アドヴァンストイングリッシュ 2

英文法A 2 英文法B 2 会議通訳基礎 2 会議通訳実践 2

英語音声学 2 TOEICセミナー 2 英語史A 2

英語学講読A 2 英語学講読B 2

英文ワープロI 2 情報活用基礎 2 英文ワープロII 2 情報処理応用IA 2 日本文化史A 2

中国・アジア文化史A 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 心理学 I 2 心理学 II 2 4

社会科学 経済学 4 4

自然科学 環境の科学 I 2 環境の科学 II 2 4

スポーツ科学 0

ドイツ語初級Ⅰ ドイツ語初級Ⅰ 2

ドイツ語初級Ⅱ ドイツ語初級Ⅱ 2

128 128年次履修単位数 44 42 34 8

関連科目 12 12

20

後期

専
攻
科
目

必修 34

96選択必修 24

自由選択 38

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

科目区分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

共
通
科
目

外国語 4

2
0



文学部　英文学科　グローバル文化系

基礎演習 2 英米文学・文化基礎講読 2 リーディングスキルII 2 演習I 演習I 4 演習II 演習II 4

リーディングスキルIA 2 リーディングスキルIB 2 スピーキングスキルII 2

スピーキングスキルI 2 ライティングスキルIIA 2

ライティングスキルIA 2 ライティングスキルIB 2

CALL演習A 2 CALL演習B 2

英米文学・文化概説 2

イギリス文学史A 2 イギリス文学史B 2 英米文学・文化研究A 2 英米文学・文化研究B 2

アメリカ文学史A 2 アメリカ文学史B 2 英米文学・文化研究C 英米文学・文化研究C 4

英米文学・文化講読A 2 英米文学・文化講読B 2

英米文学・文化講読C 英米文学・文化講読C 4

英文法A 2 英文法B 2 TOEFLセミナー 2 TOEICセミナー 2 英米文学・文化論特殊講義 2

イギリス文化論 2 英語音声学 2 英米文学・文化研究A 2 英米文学・文化研究B 2

アメリカ文化論 2

英文ワープロI 2 情報活用基礎 2 ヨーロッパ・ケルト文化論A 2 ヨーロッパ・ケルト文化論B 2 文化人類学A 2 フランス事情 2 フランス現代社会論 2

ヨーロッパ文学論A 2 ヨーロッパ文学論B 2 表象メディア論A 2 文化人類学B 2

英文ワープロI 2 英文ワープロII 2 情報処理応用IA 2 表象メディア論B 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 哲学 哲学 4 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 環境地理 I 2 環境地理 II 2 4

スポーツ科学 0

フランス語初級Ⅰ フランス語初級Ⅰ 2

フランス語初級Ⅱ フランス語初級Ⅱ 2

128 128

関連科目 30 30

20

年次履修単位数 44 42 34 8

共
通
科
目

外国語 4

後期

専
攻
科
目

必修 34

78

選択必修 24

自由選択 20

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

科目区分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

2
1



文学部　外国語学科　英語専攻　英語学部門

英語総合演習Ａ 4 英語総合演習Ｂ 4 英語演習ⅡＡ 2 英語演習ⅡＢ 2

英語音声演習Ａ 2 英語音声演習Ｂ 2 スピーキングスキルⅡＡ 2 スピーキングスキルⅡＢ 2
スピーキングスキルⅠＡ 2 スピーキングスキルⅠＢ 2 ライティングスキルⅠＡ 2 ライティングスキルⅠＢ 2

ことば学入門 2 コミュニケーション学入門 2 英文法 4

英語演習ⅠＡ 2 英語演習ⅠＢ 2 演習 演習 4

英語学概論Ａ 2 英語学概論Ｂ 2 英語演習ⅢＡ 2 英語演習ⅢＢ 2 英語演習IV 2 英語演習Ⅴ 2
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 2 英米文学講読Ｂ 2 スピーキングスキルⅢＡ 2 スピーキングスキルⅢＢ 2

英米文学講読Ａ 2 ライティングスキルⅡＡ 2 ライティングスキルⅡＢ 2

英語学研究Ａ 2 英語音声学 2

英語学研究Ｄ 2 英語学研究Ｂ 2

英語学研究Ｅ 2 英語学研究Ｃ 2

英語史Ａ 2 英語史Ｂ 2

言語文化論Ａ 2 言語文化論Ｂ 2

英文ワープロⅠ 2 比較文化概論Ａ 2 比較文化概論Ｂ 2 言語学Ａ 2 言語学Ｂ 2

情報活用基礎 2 アメリカ史Ａ 2 英文ワープロⅡ 2

海外語学学修 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

人文科学 日本文学 日本文学 4 4

社会科学 法学（日本国憲法2単位を含む） 法学（日本国憲法2単位を含む） 4 4

自然科学 環境の科学Ⅰ 2 環境の科学Ⅱ 2 4
スポーツ科学 0

フランス語初級Ⅰ フランス語初級Ⅰ 2

フランス語初級Ⅱ フランス語初級Ⅱ 2

44 40 36 8 128 128年次履修単位数

専
攻
科
目

必修 36

関
連
科
目

18

選択必修 8

46

20

外国語 4

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合計科目区分
１年次

共
通
科
目

２年次 ３年次 ４年次

自由選択

18

90

2
2



文学部　外国語学科　英語専攻　コミュニケーション学部門

英語総合演習Ａ 4 英語総合演習Ｂ 4 英語演習ⅡＡ 2 英語演習ⅡＢ 2

英語音声演習Ａ 2 英語音声演習Ｂ 2 スピーキングスキルⅡＡ 2 スピーキングスキルⅡＢ 2

スピーキングスキルⅠＡ 2 スピーキングスキルⅠＢ 2 ライティングスキルⅠＡ 2 ライティングスキルⅠＢ 2

ことば学入門 2 コミュニケーション学
入門 2 英文法 4

英語演習ⅠＡ 2 英語演習ⅠＢ 2 演習 演習 4

コミュニケーション学
基礎演習A（理論） 2 コミュニケーション学

基礎演習B（研究法） 2 異文化コミュニケー
ション論 4 対人コミュニケーショ

ン論 4 英語演習IV 2 英語演習V 2
ビジネスコミュニケーショ
ン入門 2 マスコミ論 4 パブリックスピーキング 4

国際ビジネス 国際ビジネス 4 ビジネス英語講読A 4 ディスカッションスキル 2

スピーキングスキルIIIA 2 スピーキングスキルIIIB 2

英文ワープロI 2 比較文化概論A 2 比較文化概論B 2 ジャーナリズムA 2 ジャーナリズムB 2

情報活用基礎 2 ジェンダー論A 2 ジェンダー論B 2 マーケティング論 2 マーケティング・コ
ミュニケーション論 2

海外語学学修I 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

人文科学 心理学I 2 心理学II 2 4

社会科学 政治学 政治学 4 4

自然科学 生命科学I 2 生命科学II 2 4

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1 2

中国語初級I 中国語初級I 2

中国語初級II 中国語初級II 2

46 40 34 8 128 128年次履修単位数

共
通
科
目

科目区分
１年次 ２年次

専
攻
科
目

必修

３年次 ４年次
合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
合計

22

22

外国語

36

84選択必修 8

40

4

22

自由選択

関
連
科
目

2
3



文学部　外国語学科　英語専攻　ビジネス英語部門

英語総合演習Ａ 4 英語総合演習Ｂ 4 英語演習ⅡＡ 2 英語演習ⅡＢ 2

英語音声演習Ａ 2 英語音声演習Ｂ 2 スピーキングスキルⅡＡ 2 スピーキングスキルⅡＢ 2
スピーキングスキルⅠＡ 2 スピーキングスキルⅠＢ 2 ライティングスキルⅠＡ 2 ライティングスキルⅠＢ 2

ことば学入門 2 コミュニケーション学入門 2 英文法 4

英語演習ⅠＡ 2 英語演習ＩＢ 2   演習 演習 4

ビジネスコミュニケーション入門 2 英語学概論B 2 ビジネス英語 ビジネス英語 4 英語演習 IV 2 英語演習V 2

国際ビジネス 国際ビジネス 4 ビジネス英語講読A 4 　

ビジネス英会話 ビジネス英会話 4
異文化コミュニケーション論 4 パブリックスピーキング 4

英語演習III A 2 英語演習III B 2

情報活用基礎 2 情報処理応用ＩＢ 2 基礎簿記 2 流通総論 2 流通システム論 2 国際経済学 4 リスク・マネジメント論 2

人文地理学A 2 世界経済論 4 ロジスティクス論 2 保険史 2

保険総論 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

人文科学 日本史学 　 日本史学 4 4

社会科学 経済学 4 4

自然科学 環境地理Ｉ 2 環境地理II 2 4
スポーツ科学 0

フランス語初級Ⅰ フランス語初級Ⅰ 2

フランス語初級Ⅱ フランス語初級Ⅱ 2

44 38 36 10 128 128

28

20

8

科目区分
１年次

80
選択必修

２年次 ３年次 ４年次
合計

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
合計

4

自由選択 36

共
通
科
目

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修 36

関
連
科
目

28

外国語

2
4



文学部　外国語学科　英語専攻　言語文化部門

英語総合演習Ａ 4 英語総合演習Ｂ 4 英語演習ⅡＡ 2 英語演習ⅡＢ 2

英語音声演習Ａ 2 英語音声演習Ｂ 2 スピーキングスキルⅡＡ 2 スピーキングスキルⅡＢ 2

スピーキングスキルⅠＡ 2 スピーキングスキルⅠＢ 2 ライティングスキルⅠＡ 2 ライティングスキルⅠＢ 2

ことば学入門 2 コミュニケーション学
入門 2 英文法 4

英語演習ⅠＡ 2 英語演習ⅠＢ 2 演習 演習 4

英米文学講読A 2 英米文学講読B 2 言語文化論A 2 言語文化論B 2 英語演習Ⅴ 2

イギリス文学史A 2 イギリス文学史B 2 英米文学・
　文化研究A 2 英米文学・

　文化研究A 2

アメリカ文学史A 2 アメリカ文学史B 2 ライティングスキルⅡA 2 ライティングスキルⅡB 2

英語学概論B 2 英語史A 2 英語史B 2

英語学研究A 2 パブリックスピーキング 4

ディスカッションスキル 2

英文ワープロⅠ 2 ヨーロッパ史A 2 ヨーロッパ史B 2 美学・芸術学A 2 フランス文学研究Ⅰ 2 言語学B 2

情報活用基礎 2 芸術文化史A 2 芸術文化史B 2 日本文化史A 2 宗教学A 2 フランス文学研究Ⅱ 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

人文科学 美術史 美術史 4 4

社会科学 政治学 政治学 4 4

自然科学 地球科学Ⅰ 2 地球科学Ⅱ 2 4
スポーツ科学 0

フランス語初級Ⅰ フランス語初級Ⅰ 2

フランス語初級Ⅱ フランス語初級Ⅱ 2

44 42 32 10 128 128

合計
前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

必修 36

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期
合計

年次履修単位数

関
連
科
目

24 24

共
通
科
目

20

外国語 4

84

選択必修 8

40自由選択

2
5



文学部　外国語学科　フランス語専攻　フランス語コミュニケーション集中コース

フランス語基礎文法A 2 フランス語基礎文法B 2 フランス語文法A 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2 演習 演習 4

フランス語基礎会話I 4 フランス語基礎会話II 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2

フランス語基礎総合I 4 フランス語基礎総合II 4

フランス語基礎総合III 2

フランス文化基礎演
習A

2
フランス文化基礎演
習B

2

ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ集
中演習I

4
ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ集
中演習II

4

ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ集
中演習IIIA

2
ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ集
中演習IIIB

2

フランス留学準備実
習

2 フランス語文法B 2 フランス語学研究I 2 フランス語学研究II 2 卒業論文 4

フランス現代社会論 2 フランス事情 2 フランス文学研究I 2 メディア・フランス語 2

フランス映画論I 2 フランス表象文化論 2 フランス映画論II 2

フランス文学研究II 2

演習 演習 4

英会話I 英会話I 4
コミュニケーション
概論A

2
コミュニケーション
概論B

2 ビジネス英語 ビジネス英語 4

ジャーナリズムA 2 ジャーナリズムB 2

情報活用基礎 2 英会話II 英会話II 4 世界と日本の経済 4

キリスト教学 キリスト教学I（必修） 2 キリスト教学II（必修） 2 4

人文科学 西洋文学A 2 西洋文学B 2 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 生命科学I 2 生命科学II 2 4

スポーツ科学 0

外国語 英語 1 英語 1 英語 1 英語 1 4

44 40 36 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合計

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修 38

82選択必修 12

自由選択 32

関連科目 26 26

共
通
科
目

20

2
6



文学部　外国語学科　フランス語専攻　フランス語コミュニケーションコース

フランス語基礎文法A 2 フランス語基礎文法B 2 フランス語文法A 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2 演習 演習 4

フランス語基礎会話I 4 フランス語基礎会話II 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2

フランス語基礎総合I 4 フランス語基礎総合II 4

フランス語基礎総合III 2

フランス文化基礎演
習A

2
フランス文化基礎演
習B

2

ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演
習IA

2
ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演
習IB

2

ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演
習IIA

2
ﾌﾗﾝｽ語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演
習IIB

2

フランス語テクスト
演習A

2
フランス語テクスト
演習B

2

フランス語文法B 2 フランス語学研究I 2 フランス語学研究II 2 卒業論文 4

フランス現代社会論 2 フランス事情 2 フランス文学研究I 2 メディア・フランス語 2

フランスモード研究 2 フランス食文化研究 2 フランス映画論II 2

フランス文化遺産論 2 フランス文学研究II 2

演習 演習 4

英会話I 英会話I 4
コミュニケーション
概論A

2
コミュニケーション
概論B

2 ビジネス英語 ビジネス英語 4

ジャーナリズムA 2 ジャーナリズムB 2

情報活用基礎 2 英会話II 英会話II 4 世界と日本の経済 4

キリスト教学 キリスト教学I（必修） 2
キリスト教学II
（必修）

2 4

人文科学 西洋文学A 2 西洋文学B 2 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 生命科学I 2 生命科学IＩ 2 4

スポーツ科学 0

外国語 英語 1 英語 1 英語 1 英語 1 4

42 40 36 8 126 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合計

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修 38

82選択必修 12

自由選択 32

関連科目 26 26

共
通
科
目

20

2
7



文学部　外国語学科　フランス語専攻　フランス文化コース

フランス語基礎文法A 2 フランス語基礎文法B 2 フランス語文法A 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2 演習 演習 4

フランス語基礎会話I 4 フランス語基礎会話II 2 フランス語アトリエ 2 フランス語アトリエ 2

フランス語基礎総合I 4 フランス語基礎総合II 4

フランス語基礎総合III 2

ﾌﾗﾝｽ化基礎演習A 2 ﾌﾗﾝｽ文化基礎演習B 2

フランス語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝ演習IIIA

2
フランス語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝ演習IIIB

2

フランス文化演習A 2 フランス文化演習B 2

フランス語テクスト
演習A

2
フランス語テクスト
演習B

2

ﾌﾗﾝｽ文化遺産論 2 ﾌﾗﾝｽ語文法B 2 ﾌﾗﾝｽ語学研究I 2 ﾌﾗﾝｽ語学研究II 2 卒業論文 4

フランスモード研究 2 フランス史研究 2 フランス文学研究I 2 メディア・フランス語 2

フランス映画論I 2 フランス食文化研究 2 フランス映画論II 2

フランス文学研究II 2

演習 演習 4

英会話I 英会話I 4 表象文化論A 2 表象文化論B 2 ビジネス英語 ビジネス英語 4

ジャーナリズムA 2 ジャーナリズムB 2

情報活用基礎 2 英会話II 英会話II 4 文化創造論A 2 文化創造論B 2

キリスト教学 キリスト教学I（必修） 2 キリスト教学II（必修） 2 4

人文科学 西洋文学A 2 西洋文学B 2 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 生命科学I 2 生命科学II 2 4

スポーツ科学 0

外国語 英語 1 英語 1 英語 1 英語 1 4

44 40 36 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

合計

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修 38

82選択必修 12

自由選択 32

関連科目 26 26

共
通
科
目

20

2
8



商学部　商学科　主専攻：商学コース＋副専攻：会計学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

商業史総論 2 流通総論 2 流通システム論 2 証券論 2 ロジスティクス論 2 商業政策論 2

　 　銀行論 2 保険各論 2 リスク・マネジメント論 2 金融政策論 2

保険総論 2 海外ビジネス事情Ⅱ 2 流通史 2 金融システム論 2

証券市場論 2 観光ビジネス論 2 交通論 2 保険史 2

海外ビジネス事情Ⅰ 2 多国籍企業論 2 金融史 2

　 　 国際ビジネス論Ⅰ 2

　 　 国際ビジネス論Ⅱ 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 原価会計論Ⅰ 2 簿記会計史 2 会計監査論Ⅰ 2 租税法論Ⅱ 2

財務諸表論Ⅰ 2 　租税法論Ⅰ 2 商業簿記実習 2

　 　　 　工業簿記実習 2 　

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

　 　 経済英語Ⅰ 2   2 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 　 　 　 　社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

専
攻
科
目

基礎部門

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期

18

98
主専攻 46

副専攻 20

研究・応
用部門

14

前期 後期 前期 後期

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

2
9



商学部　商学科　主専攻：商学コース＋副専攻：経営学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

商業史総論 2 流通総論 2 流通システム論 2 証券論 2 ロジスティクス論 2 商業政策論 2

　 　保険総論 2 保険各論 2 リスク・マネジメント論 2 金融政策論 2

証券市場論 2 海外ビジネス事情Ⅱ 2 流通史 2 金融システム論 2

海外ビジネス事情Ⅰ 2 観光ビジネス論 2 交通論 2 金融史 2

　 　 多国籍企業論 2 国際ビジネス論Ⅰ 2

　 　 銀行論 2 国際ビジネス論Ⅱ 2

国際経営論 2 国際経営史 2 経営管理論 2 経営組織論 2

マーケティング論 2 マーケティング戦略論 2 現代社会学 2 労使関係論 2

労務管理論 2 経営社会学 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

基礎統計学 4 4 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 　 　 　 　社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

96
主専攻 44

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
0



商学部　商学科　主：商学コース＋副：経営情報学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

商業史総論 2 流通総論 2 流通システム論 2 証券論 2 ロジスティクス論 2 金融政策論 2

　 　保険総論 2 保険各論 2 交通論 2 金融システム論 2

海外ビジネス事情Ⅰ 2 海外ビジネス事情Ⅱ 2 リスク・マネジメント論 2 保険史 2

証券市場論 2 商業政策論 2 銀行論 2 金融史 2

　 　 多国籍企業論 2 国際ビジネス論Ⅰ 2

　 　 流通史 2 国際ビジネス論Ⅱ 2

　 　 経営科学 2 意思決定論 2 経営統計学 2 ビジネス予測 2

生産管理論 2 サプライチェーン・マネジメント 2 財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2

情報ネットワーク論 2 知識情報処理論 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報処理応用Ⅲ 2 　 　 　 4 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 　 　 　 　社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅰ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

96
主専攻 44

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
1



商学部　商学科　主専攻：会計学コース＋副専攻：商学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 簿記原理Ⅲ 2 簿記原理Ⅳ 2 会計監査論Ⅰ 2 会計監査論Ⅱ 2

工業簿記論Ⅰ 2 工業簿記論Ⅱ 2 租税法論Ⅰ 2 租税法論Ⅱ 2

原価会計論Ⅰ 2 原価会計論Ⅱ 2 管理会計論Ⅰ 2 管理会計論Ⅱ 2

会計学原理Ⅰ 2 会計学原理Ⅱ 2 経営分析論Ⅰ 2 簿記会計史 2

財務諸表論Ⅰ 2 財務諸表論Ⅱ 2 国際会計論Ⅰ 2 商業簿記実習 2

　 　　 　工業簿記実習 2 　 　

商業史総論 2 流通総論 2 海外ビジネス事情Ⅰ 2
海外ビジネス事
情Ⅱ 2 金融システム論 2 商業政策論 2

　 　　 　 保険総論 2 金融史 2

交通論 2 金融政策論 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

　 　 経済英語Ⅰ 2 2 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

98
主専攻 46

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
2



商学部　商学科　主専攻：会計学コース＋副専攻：経営学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 簿記原理Ⅲ 2 簿記原理Ⅳ 2 会計監査論Ⅰ 2 会計監査論Ⅱ 2

工業簿記論Ⅰ 2 工業簿記論Ⅱ 2 租税法論Ⅰ 2 租税法論Ⅱ 2

会計学原理Ⅰ 2 会計学原理Ⅱ 2 管理会計論Ⅰ 2 管理会計論Ⅱ 2

財務諸表論Ⅰ 2 財務諸表論Ⅱ 2 原価会計論Ⅰ 2 原価会計論Ⅱ 2

　 　　 　経営分析論Ⅰ 2 簿記会計史 2

　 　　 　工業簿記実習 2 商業簿記実習 2

国際経営論 2 経営社会学 2 経営管理論 2 国際経営史 2

マーケティング論 2 マーケティング戦略論 2 現代社会学 2 労使関係論 2

　 　　 　労務管理論 2 経営組織論 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

基礎統計学 4 4 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

96
主専攻 44

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
3



商学部　商学科　主専攻：会計学コース＋副専攻：経営情報学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 簿記原理Ⅲ 2 簿記原理Ⅳ 2 会計監査論Ⅰ 2 会計監査論Ⅱ 2

工業簿記論Ⅰ 2 工業簿記論Ⅱ 2 租税法論Ⅰ 2 租税法論Ⅱ 2

会計学原理Ⅰ 2 会計学原理Ⅱ 2 管理会計論Ⅰ 2 管理会計論Ⅱ 2

財務諸表論Ⅰ 2 財務諸表論Ⅱ 2 原価会計論Ⅰ 2 原価会計論Ⅱ 2

　 　　 　工業簿記実習 2 簿記会計史 2

商業簿記実習 2

　 　 経営科学 2 意思決定論 2 財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2

生産管理論 2
サプライチェーン・マ
ネジメント 2 経営統計学 2 ビジネス予測 2

　 　  データベース論 2 情報システム論 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報応用処理Ⅲ 2 経済英語Ⅰ 2 6 6

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

94
主専攻 42

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
4



商学部　経営学科　主専攻：経営学コース＋副専攻：商学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

経営管理論 2 経営組織論 2 現代社会学 2 組織行動論 2

国際経営論 2 経営社会学 2 ベンチャー企業論 2 報償管理論 2

労務管理論 2 マーケティング戦略論 2 マーケティング・コミュニケーション論 2 現代企業論 2

キャリアディベロップメント論 2 イノベーション・マネジメント論 2 非営利組織論 2 国際経営史 2

マーケティング論 2 労使関係論 2 ビジネスケース演習Ⅰ 2 経営倫理学 2

ビジネスケース演習Ⅱ 2

　 　 　 　

商業史総論 2 流通総論 2 海外ビジネス事情Ⅰ 2
海外ビジネス事
情Ⅱ

2 金融システム論 2 商業政策論 2

　 　　 　 保険総論 2 観光ビジネス論 2

流通史 2 金融史 2

　 　 　 　 　 　

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

基礎統計学 4 経済英語Ⅰ 2

　 　 　 　

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

94

主専攻 42

副専攻 20

研究・応
用部門

14

年次履修単位数

関連科目
6 6

共
通
科
目

28

外国語

3
5



商学部　経営学科　主専攻：経営学コース＋副専攻：会計学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

経営管理論 2 経営組織論 2 現代社会学 2 組織行動論 2

国際経営論 2 経営社会学 2 国際経営史 2 報償管理論 2

労務管理論 2 マーケティング戦略論 2 ベンチャー企業論 2 現代企業論 2

キャリアディベロップメント論 2 イノベーション・マネジメント論 2 ビジネスケース演習Ⅰ 2 ビジネスケース演習Ⅱ 2

マーケティング論 2 労使関係論 2 非営利組織論 2 経営倫理学 2

マーケティング・コミュニケーション論 2

　 　 　

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 財務諸表論Ⅰ 2 財務諸表論Ⅱ 2 租税法論Ⅰ 2 租税法論Ⅱ 2

　 　 会計監査論Ⅰ 2 商業簿記実習 2

工業簿記実習 2 簿記会計史 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

基礎統計学 4 経済英語Ⅰ 2

　 　 　 　

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

94
主専攻 42

副専攻 20

研究・応
用部門

14

年次履修単位数

関連科目
6 6

共
通
科
目

28

外国語

3
6



商学部　経営学科　主専攻：経営学コース＋副専攻：経営情報学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

経営管理論 2 経営組織論 2 現代社会学 2 組織行動論 2

国際経営論 2 経営社会学 2 国際経営史 2 報償管理論 2

マーケティング論 2 マーケティング戦略論 2 非営利組織論 2 現代企業論 2

キャリアディベロップメント論 2 イノベーション・マネジメント論 2 ビジネスケース演習Ⅰ 2 マーケティング・コミュニケーション論 2

労務管理論 2 労使関係論 2 経営倫理学 2

　 　　  ビジネスケース演習Ⅱ 2

　 　 経営統計学 2 ビジネス予測 2 財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2

経営科学 2 意思決定論 2

　 　情報ネットワーク論 2 知識情報処理論 2

データベース論 2 情報システム論 2

　

　 　 演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報応用処理Ⅲ 2

基礎統計学 4

　 　 　 　

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

92

主専攻 40

副専攻 20

研究・応
用部門

14

年次履修単位数

関連科目

8 8

共
通
科
目

28

外国語

3
7



商学部　経営学科　主専攻：経営情報学コース＋副専攻：商学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

情報処理概論 2 経営統計学 2 ビジネス予測 2 ビジネス時系列分析演習Ⅰ 2 ビジネス時系列分析演習Ⅱ 2

経営科学 2 意思決定論 2 ビジネス多変量解析演習Ⅰ 2 ビジネス多変量解析演習Ⅱ 2

情報ネットワーク論 2 知識情報処理論 2 情報ネットワーク技術演習Ⅰ 2 情報ネットワーク技術演習Ⅱ 2

財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅰ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅱ 2

　 　 ビジネス・シミュレーション演習Ⅰ 2 ビジネス・シミュレーション演習Ⅱ 2

　 　　 　 情報システム論 2 データベース論 2

　 　　 　生産管理論 2

　 　流通総論 2 海外ビジネス事情Ⅰ 2
海外ビジネス事
情Ⅱ

2 金融システム論 2 商業政策論 2

　 　流通システム論 2 観光ビジネス論 2 保険総論 2 金融政策論 2

　 　 　金融史 2

　

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報処理応用Ⅲ 2 　 　 　 4 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

96

主専攻 44

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
8



商学部　経営学科　主専攻：経営学情報学コース＋副専攻：会計学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

　 　 経営統計学 2 ビジネス予測 2 ビジネス時系列分析演習Ⅰ 2 ビジネス時系列分析演習Ⅱ 2

経営科学 2 意思決定論 2 ビジネス多変量解析演習Ⅰ 2 ビジネス多変量解析演習Ⅱ 2

財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅰ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅱ 2

生産管理論 2
サプライチェーン・マ
ネジメント 2 ビジネス・シミュレーション演習Ⅰ 2 ビジネス・シミュレーション演習Ⅱ 2

情報ネットワーク論 2 知識情報処理論 2 情報ネットワーク技術演習Ⅰ 2 情報ネットワーク技術演習Ⅱ 2

情報システム論 2 データベース論 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 財務諸表論Ⅰ 2 財務諸表論Ⅱ 2 会計監査論Ⅰ 2 会計監査論Ⅱ 2

  原価会計論Ⅰ 2 原価会計論Ⅱ 2

工業簿記実習 2 商業簿記実習 2

演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報処理応用Ⅲ 2 　 　 　 4 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

基礎部門 18

96
主専攻 44

副専攻 20

研究・応
用部門

14

関連科目

共
通
科
目

28

外国語

年次履修単位数

3
9



商学部　経営学科　主専攻：経営情報学コース＋副専攻：経営学コース

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 ビジネス外国語 2

会計学入門 2 商学入門 2

経営学入門 2 経営情報学入門 2

基礎簿記 2 ビジネス情報処理基礎 2

　 　 経営統計学 2 ビジネス予測 2 ビジネス時系列分析演習Ⅰ 2 ビジネス時系列分析演習Ⅱ 2

経営科学 2 意思決定論 2 ビジネス多変量解析演習Ⅰ 2 ビジネス多変量解析演習Ⅱ 2

財務管理論Ⅰ 2 財務管理論Ⅱ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅰ 2 ビジネスデータ管理演習Ⅱ 2

情報システム論 2 データベース論 2 ビジネス・シミュレーション演習Ⅰ 2 ビジネス・シミュレーション演習Ⅱ 2

　 　情報ネットワーク技術演習Ⅰ 2 情報ネットワーク技術演習Ⅱ 2

　 　　 　情報ネットワーク論 2 知識情報処理論 2

マーケティング論 2 マーケティング戦略論 2 経営管理論 2 経営組織論 2

現代社会学 2 経営社会学 2 労務管理論 2 労使関係論 2

　 　 　 　国際経営論 2 国際経営史 2

　 　 　 　

　 　 　

　 　 演習Ⅰ 2 演習ⅡA 2 演習ⅡB 2 演習ⅢA 2 演習ⅢB 2

卒業論文 4

情報処理応用Ⅲ 2 情報処理応用Ⅲ 2 　 　 　

基礎統計学 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 　 　 　 　 心理学Ⅰ 2 心理学Ⅱ 2 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

第二外国語 2 第二外国語 2 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

年次履修単位数

関連科目
8 8

共
通
科
目

28

外国語

専
攻
科
目

基礎部門 18

92

主専攻 40

副専攻 20

研究・応
用部門

14

4
0



経済学部　経済学科　理論・政策コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

ミクロ経済学Ⅰ 4 経済数学Ⅰ 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4 経済政策Ⅱ 4 産業組織論 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

経済英語Ⅰ 4 マクロ経済学Ⅰ 4 ミクロ経済学Ⅱ 4 マクロ経済学Ⅱ 4 金融論 4 財政学総論 4 卒業論文 卒業論文 4

経済政策Ⅰ 4 国際経済学 4 社会保障論 4

政治経済学 4 経済数学Ⅱ 4 ミクロ経済学実習 2 労働経済学 4 環境経済学 4

マクロ経済学実習 2

経済英語Ⅱ 4

銀行論 2 金融政策論 2

証券市場論 2 証券論 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 論理学 論理学 4 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

外国語 英語 英語 4 英語 英語 4 8

40 40 40 8 128 128

専
攻
科
目

96

選択必修科目 64

選択科目 24

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計

関
連
科
目

8 8

共
通
科
目

24

年次履修単位数

4
1



経済学部　経済学科　実証・政策コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

基礎統計学 4 経済数学Ⅰ 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4 環境政策 4 財政学総論 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

ミクロ経済学Ⅰ 4 マクロ経済学Ⅰ 4 計量経済学Ⅰ 4 統計学総論 4 社会保障論 4 労働政策 4 卒業論文 卒業論文 4

経済英語Ⅰ 4 経済政策Ⅰ 4 経済政策Ⅱ 4 産業組織論 4

時事英語Ⅰ 4

政治経済学 4 マクロ経済学実習 2 ミクロ経済学実習 2 日本経済論 4

社会政策 4

銀行論 2 金融政策論 2

証券市場論 2 証券論 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 論理学 論理学 4 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

外国語 英語 英語 4 英語 英語 4 8

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

関
連
科
目

8 8

共
通
科
目

24

年次履修単位数

専
攻
科
目

96
選択必修科目 72

選択科目 16

4
2



経済学部　経済学科　経済史コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

ミクロ経済学Ⅰ 4 世界と日本の経済 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4 環境政策 4 西洋経済史 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

経済英語Ⅰ 4 マクロ経済学Ⅰ 4 経済思想史 4 マクロ経済学Ⅱ 4 時事英語Ⅰ 4 日本経済史 4 卒業論文 卒業論文 4

ミクロ経済学Ⅱ 4

選択科目 政治経済学 4 世界経済論 4 社会政策 4 比較経済体制論 4 日本経済論 4

経済英語Ⅱ 4

アメリカ経済史 4 国際経済開発論 4 12

資源経済論 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

日本史学 日本史学 4 西洋史学 西洋史学 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 環境地理Ⅰ 2 環境地理Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 英語 4

第二外国語 第二外国語 4

40 40 40 8 128 128

専
攻
科
目

88
選択必修科目 56

24

関
連
科
目

12

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計

年次履修単位数

共
通
科
目 28

人文科学 8

8

4
3



経済学部　国際経済学科　アジア・途上国経済研究コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

ミクロ経済学Ⅰ 4 世界と日本の経済 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4 韓国経済論 4 国際経済開発論 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

経済英語Ⅰ 4 経済数学Ⅰ 4 中東経済論 4 国際経済学 4 比較経済体制論 4 卒業論文 卒業論文 4

マクロ経済学Ⅰ 4
東南アジア経済
論

4 資源経済論 4 時事英語Ⅰ 4

世界経済論 4

中国経済論 4

政治経済学 4 労働経済学 4 環境経済学 4

マクロ経済学実習 2 ミクロ経済学実習 2

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2
海外ビジネス事
情Ⅰ

2
国際ビジネス論
Ⅰ

2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 東洋史学 東洋史学 4 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 環境地理Ⅰ 2 環境地理Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 英語 4 英語 英語 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

専
攻
科
目

96
選択必修科目 72

選択科目 16

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

年次履修単位数

関
連
科
目

8 8

共
通
科
目 24

外国語 8

4
4



経済学部　国際経済学科　欧米・先進国経済研究コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

ミクロ経済学Ⅰ 4 マクロ経済学Ⅰ 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4
ヨーロッパ経済
論

4 西洋経済史 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

経済英語Ⅰ 4
世界と日本の経
済

4 アメリカ経済史 4 国際経済学 4 比較経済体制論 4 卒業論文 卒業論文 4

経済英語表現Ⅰ 4 アメリカ経済論 4 時事英語Ⅰ 4

世界経済論 4

経済数学Ⅰ 4

政治経済学 4 マクロ経済学実習 2 ミクロ経済学実習 2 経済思想史 4 時事英語Ⅱ 4

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2
海外ビジネス事
情Ⅰ

2
国際ビジネス論
Ⅰ

2

国際関係史 4

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 西洋史学 西洋史学 4 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 環境地理Ⅰ 2 環境地理Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 英語 4

第二外国語 第二外国語 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

専
攻
科
目

92
選択必修科目 68

選択科目 16

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

年次履修単位数

関
連
科
目

12 12

共
通
科
目 24

外国語 8

4
5



経済学部　国際経済学科　国際金融・貿易・政策コース

必修科目 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ 4 演習Ⅰ 演習Ⅰ 4 8

ミクロ経済学Ⅰ 4 マクロ経済学Ⅰ 4 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 4 国際金融論 4 国際経済開発論 4 演習Ⅱ 演習Ⅱ 4

基礎統計学 4
世界と日本の経
済

4 経済政策Ⅰ 4 国際経済学 4 時事英語Ⅰ 4 卒業論文 卒業論文 4

世界経済論 4

経済英語Ⅰ 4 経済数学Ⅰ 4 アメリカ経済論 4 ヨーロッパ経済論 4

計量経済学Ⅰ 4 ミクロ経済学実習 2 金融論 4 財政学総論 4

マクロ経済学実習 2 国際経済政策 4

簿記原理Ⅰ 2 簿記原理Ⅱ 2 銀行論 2 金融政策論 2

キリスト教学 キリスト教学Ⅰ 2 キリスト教学Ⅱ 2 4

人文科学 西洋史学 西洋史学 4 4

社会科学 国際関係論 国際関係論 4 4

自然科学 数学入門Ⅰ 2 数学入門Ⅱ 2 4

スポーツ科学 0

英語 英語 4 英語 英語 4

40 40 40 8 128 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計 合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共
通
科
目 24

外国語 8

年次履修単位数

専
攻
科
目

104

選択必修科目 68

選択科目 20

関
連
科
目

8

4
6



法学部　法律学科　法曹・法律専門職志望

法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

憲法I(総論･統治機構) 4 憲法II(基本的人権) 4 刑法II(各論) 4 会社法I(企業組織法) 4 刑事手続法(刑事訴訟法) 4 法社会学 4

司法制度論 2 刑法I(総論) 4 民法(債権総論) 4 法哲学I 2 会社法II(企業金融法) 4

民法(総則) 4 民法(物権) 4 民法(契約法) 4 法制史 4 法哲学II 2

民事手続法I(判決手続) 4

企業取引法I(商法総則) 2 企業取引法II(商取引法) 2 民事手続法Ⅲ(倒産処理法) 4

知的財産法(概論) 2 民事手続法II(民事執行･保全法) 2

(4)国際関係法・政治学科目 政治学原論 4

(5)専門語学科目 英書購読I 2 英書購読II 2

基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 専門演習II 4 専門演習III 2 専門演習IV 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 倫理学 倫理学 4 心理学I 2 心理学II 2 8

社会科学 0

自然科学 情報数学I 2 情報数学II 2 4

スポーツ理論I 1 スポーツ実習I 1

スポーツ理論II 1 スポーツ実習II 1

英語 2 英語 2

ドイツ語初級I ドイツ語初級I 2

ドイツ語初級II ドイツ語初級II 2

42 40 40 8 130 130

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

3年次 4年次

専
攻
科
目

(1)導入科目

科目区分
1年次 2年次

8

102

(2)基本法律科目 62

(3)発展法律科目 12

8

(6)演習・実務関連科目 12

年次履修単位数

関
連
科
目

0 0

共
通
科
目

28
スポーツ科学 4

外国語 8

4
7



法学部　法律学科　一般公務員志望

法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

憲法I(総論･統治機構) 4 憲法II(基本的人権) 4 刑法II(各論) 4 刑事政策 2
刑事手続法
(刑事訴訟法) 4 行政救済法 4

司法制度論 4 刑法I(総論) 4 行政法総論 4

民法(総則) 2 民法(親族･相続) 4

民事手続法I(判決手続) 4

知的財産法(概論) 2
民事手続法II
(民事執行･保全法)

2 団体的労使関係法 4 社会保障法 4

個別的労使関係法 4 租税法 4 地方自治法 4

経済法 経済法 4 租税手続法 2

(4)国際関係法・政治学科目 政治学原論 4 地方自治論 2 行政学 2 8

(5)専門語学科目

(6)演習・実務関連科目 基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 2 専門演習II 2 専門演習III 2 専門演習IV 2 12

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 0

社会科学 人権問題論 2 同和問題論 2 経済学 経済学 4 8

自然科学 環境地理I 2 環境地理II 2 4

スポーツ実習I 1 スポーツ実習II 1 スポーツ理論I 1

スポーツ理論II 1

英語 2 英語 2

韓国語初級I 韓国語初級I 2

韓国語初級II 韓国語初級II 2

44 42 36 8 130 130

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

3年次 4年次

専
攻
科
目

(1)導入科目

科目区分
1年次 2年次

8

102

(2)基本法律科目 44

(3)発展法律科目 30

年次履修単位数

関
連
科
目

0 0

共
通
科
目

28
スポーツ科学 4

外国語 8

4
8



法学部　法律学科　民間企業志望

法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

憲法I(総論･統治機構) 4 憲法II(基本的人権) 4 民法(債権総論) 4 会社法I(企業組織法) 4 会社法II(企業金融法) 4

司法制度論 4 民法(物権) 4 民法(契約法) 4

民法(総則) 2 民法(不法行為等) 2

民事手続法I(判決手続) 4

企業取引法I(商法総則) 2 個別的労使関係法 2 団体的労使関係法 2 企業取引法II(商取引法) 2 国際取引法 2

民事手続法II(民事執行･保全法) 4 金融法I(企業決済法) 4 金融法II(金融商品取引法) 2 企業取引法Ⅲ(保険法・海商法) 2

経済法 経済法 4 知的財産法(概論) 2 社会保障法 4

租税法 4

租税手続法 2

(4)国際関係法・政治学科目 政治史 4

(5)専門語学科目

(6)演習・実務関連科目 基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 専門演習II 4 専門演習III 2 専門演習IV 2 12

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 心理学I 2 心理学II 2 4

社会科学 社会学I 2 社会学II 2 4

自然科学 情報数学I 2 情報数学II 2 4

スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

スポーツ実習II 1 スポーツ理論II 1

英語 2 英語 2

中国語初級I 中国語初級I 2

中国語初級II 中国語初級II 2

44 40 38 8 130 130

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

3年次 4年次

専
攻
科
目

(1)導入科目

科目区分
1年次 2年次

8

102

(2)基本法律科目 40

(3)発展法律科目 38

4

年次履修単位数

関
連
科
目

0 0

共
通
科
目

28
スポーツ科学 4

外国語 8

4
9



法学部　国際関係法学科　外交官・国際公務員志望

法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

国際関係法入門 2

国際法I 4 国際紛争解決法 2 国際法II 4

国際組織法 2

国際人権法 2 国際環境法 2 模擬国際裁判 2 地域共同体法 2 外国法III 2 外国法IV 2

外国法I 2 海洋法 2

外国法II 2

(3)政治学科目 国際政治学 4 比較政治学 4 8

憲法I(総論･統治機構) 4 憲法II(基本的人権) 4 司法制度論 2 民法(契約法) 4

民法(総則) 4 民法(物権) 4 行政法総論 4 民法(不法行為等) 2

民事手続法I(判決手続) 4

(5)基礎・発展法律科目 租税法 4 4

英書購読I 2 英書購読II 2 英書購読III 2 英書講読IV 2 専門外国語IIA(フランス) 2 専門外国語IIB(フランス) 2

(7)演習・実務関連科目 基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 専門演習II 4 専門演習III 2 専門演習IV 2 12

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 0

社会科学 人権問題論 2 同和問題論 2 4

自然科学 地球科学I 2 地球科学II 2 4

スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

スポーツ実習II 1 スポーツ理論II 1

英語 2 英語 2 英語 2

フランス語初級I フランス語初級I 2 フランス語中級 フランス語中級 2

フランス語初級II フランス語初級II 2

42 42 42 10 130 130

科目区分
1年次 2年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

3年次 4年次

18

(4)基本法律科目 32

(6)専門語学科目

(1)導入科目

年次履修単位数

6

関連科目

共
通
科
目

28
スポーツ科学 4

外国語 12

専
攻
科
目

10

102

(2)A基本科目 12

(2)B発展科目

5
0



法学部　国際関係法学科　国際行政法務(国家・地方公務員)志望

法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

国際関係法入門 2

国際法I 4 国際法II 4 国際私法I(総論・家族法) 4 国際私法II(財産法) 2

国際紛争解決法 2

国際人権法 2 国際環境法 2 外国法II 2 地域共同体法 2

外国法I 2 海洋法 2

(3)政治学科目 政治学原論 4 4

憲法I(総論･統治機構) 4 憲法II(基本的人権) 4 法哲学I 2 法哲学II 2

司法制度論 4 行政法総論 4

民法(総則) 2 行政救済法 4

(5)基礎・発展法律科目 地方自治法 4 租税法 4

租税手続法 2

英書購読I 2 英書購読II 2 英書講読III 2 英書講読IV 2 専門外国語IVA(中国) 2 専門外国語IVB(中国) 2

基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 専門演習II 4 専門演習III 2 専門演習IV 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 心理学I 2 2

社会科学 人権問題論 2 2

自然科学 自然科学 4 4

スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

スポーツ実習II 1 スポーツ理論II 1

英語 2 英語 2 英語 2

中国語初級I 中国語初級I 2 中国語中級 中国語中級 2

中国語初級II 中国語初級II 2

42 40 38 10 130 130

科目区分
1年次 2年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

3年次 4年次

102

(2)A基本科目 16

(2)B発展科目 12

(4)基本法律科目 26

10

(6)専門語学科目

(1)導入科目

28
スポーツ科学 4

外国語 12

年次履修単位数

12

(7)演習・実務関連科目 12

関連科目

共
通
科
目

専
攻
科
目

10

5
1



法律学の基礎 2

民法入門 2

刑事法入門 2

手続法入門 2

国際関係法入門 2

国際法I 4 国際法II 4 国際民事手続法 2 国際私法I(総論・家族法) 4 国際私法II(財産法) 2

国際取引法 2

外国法I 2 外国法III 2 国際知的財産法 2 国際経済法 2

外国法II 2

国際政治学 4 国際開発論 2

民法(総則) 4 会社法I(企業組織法) 4 会社法II(企業金融法) 4 法制史 4

法社会学 4

企業取引法I(商法総則) 2 個別的労使関係法 4 民事手続法II(民事執行・保全法) 2

企業取引法II(商取引法) 2 民事手続法Ⅲ(倒産処理法) 4

経済法 経済法 4

英書購読I 2 英書購読II 2 英書購読III 2 英書購読IV 2

基礎演習 2 専門演習I 2 専門演習II 2 専門演習II 2 専門演習III 2 専門演習IV 2

0

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 4

人文科学 西洋文学A 2 2

社会科学 人権問題論 2 2

自然科学 環境地理I 2 環境地理II 2 4

スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

スポーツ実習II 1 スポーツ理論II 1

英語 2 英語 2 英語 2

フランス語初級I フランス語初級I 2 フランス語中級 フランス語中級 2

フランス語初級II フランス語初級II 2

40 40 38 12 130 130

法学部　国際関係法学科　国際企業法務(国際ビジネスパーソン)志望

科目区分
1年次 2年次 3年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

4年次

102

(2)A基本科目 18

(2)B発展科目 10

(3)政治学科目 6

(4)基本法律科目 20

(5)基礎・ 発展法律科目 18

(6)専門語学科目 8

28
スポーツ科学 4

外国語 12

年次履修単位数

(7) 演習・実務関連科目 12

関連科目

共
通
科
目

専
攻
科
目

(1)導入科目 10

5
2



人間科学部　心理学科　企業型

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 心理学基礎実験 1 演習Ⅰ（Ａ） 2 演習Ⅰ（Ｂ） 2 演習Ⅱ（Ａ） 2 演習Ⅱ（Ｂ） 2

心理学Ⅰ 2 心理学研究法入門 2 認知心理学Ⅰ 2

心理学Ⅱ 2
心理データ解析
基礎

2 社会心理学 2

教育心理学Ⅰ 2 発達心理学Ⅰ 2

文化心理学 2

臨床心理学 2

プレゼンテーション法 2 卒業研究Ｂ 4 6

心理学測定法 2 心理学研究法各論Ⅰ 2 心理学研究法各論Ⅱ 2 研究情報収集法 2 心理データ解析発展 2

心理データ解析
応用

2 心理学応用実験 1 心理検査実習 1

心理学文献購読 2 心理調査実習 1

人格心理学 2 認知心理学Ⅱ 2 知覚心理学 2 感情心理学 2

集団力学 2
コミュニケー
ション心理学

2 社会的影響の心理学 2

スポーツ心理学 2 対人関係心理学 2
産業カウンセリ
ング心理学

2

産業組織心理学 2 消費者行動心理学 2

情報活用基礎 2 情報処理応用Ⅲ 2 情報処理応用Ⅲ 2 6 6

キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

西南学院史 2 論理学 2 論理学 2 西洋文学Ａ 2 8

社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 経済学 4 8

生命科学Ⅰ 2 物理学入門Ⅰ 2 生命科学Ⅱ 2

自然科学概論Ⅰ 2

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

スポーツ実習Ⅰ
（必修）

1
スポーツ実習Ⅱ
（必修）

1

スポーツ理論Ⅰ
（選択必修）

1

40 39 36 10 125 125

専
攻
科
目

必修

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期

33

80
選択必修

選
択
科
目

基礎専攻科目

41

応用専攻科目

前期 後期 前期 後期

関連科目

共
通
科
目

キリスト教学

39

人文科学

社会科学

自然科学 8

外国語

スポーツ科学 3

年次履修単位数

5
3



人間科学部　心理学科　発達・臨床型

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 心理学基礎実験 1 演習Ⅰ（Ａ） 2 演習Ⅰ（Ｂ） 2 演習Ⅱ（Ａ） 2 演習Ⅱ（Ｂ） 2

心理学Ⅰ 2 心理学研究法入門 2 認知心理学Ⅰ 2

心理学Ⅱ 2
心理データ解析
基礎

2 社会心理学 2

教育心理学Ⅰ 2 発達心理学Ⅰ 2

文化心理学 2

臨床心理学 2

プレゼンテーション法 2 卒業研究Ｂ 4 6

心理学研究法各論Ⅲ 2 心理検査実習 1 心理面接実習 1

心理学文献購読 2

研究情報収集法 2

人格心理学 2 発達心理学Ⅱ 2 教育心理学Ⅱ 2 感情心理学 2
カウンセリング
実習

1 スポーツ心理学 2

臨床カウンセリ
ング心理学

2 家族心理学 2 老年心理学 2

障害児者心理学 2 対人関係心理学 2
産業カウンセリ
ング心理学 2

心理療法 2 児童臨床心理学 2

日本人の心理 2 犯罪心理学 2

コミュニティ心理学 2

精神医学Ⅰ 2 芸術療法 2 精神保健福祉論Ⅰ 2 6 6

キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

哲学 2 哲学 2 倫理学 2 倫理学 2 8

社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 法学 2 法学 2 8

生活の化学Ⅰ 2 環境の科学Ⅰ 2 環境の科学Ⅱ 2

生命科学Ⅰ 2

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8

スポーツ実習Ⅰ
（必修）

1
スポーツ実習Ⅱ
（必修）

1

スポーツ理論Ⅰ
（選択必修）

1

38 40 36 11 125 125

前期 後期 前期 後期 前期 後期
科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
合計

前期 後期

専
攻
科
目

必修 33

80

選択必修

選
択
科
目

基礎専攻科目

41

応用専攻科目

関連科目

共
通
科
目

キリスト教学

39

人文科学

社会科学

自然科学 8

外国語

スポーツ科学 3

年次履修単位数

5
4



人間科学部　心理学科　大学院進学型

基礎演習Ⅰ 2 基礎演習Ⅱ 2 心理学基礎実験 1 演習Ⅰ（Ａ） 2 演習Ⅰ（Ｂ） 2 演習Ⅱ（Ａ） 2 演習Ⅱ（Ｂ） 2

心理学Ⅰ 2 心理学研究法入門 2 認知心理学Ⅰ 2

心理学Ⅱ 2 心理データ解析基礎 2 社会心理学 2

教育心理学Ⅰ 2 発達心理学Ⅰ 2

文化心理学 2

臨床心理学 2

卒業研究A 4 4

心理学測定法 2
心理学研究法各
論Ⅰ

2
心理学研究法各
論Ⅱ 2 心理学研究法各論Ⅲ 2 心理面接実習 1

心理学文献購読 2 心理学外書購読 2 心理データ解析応用 2

研究情報収集法 2 心理学応用実験 1 心理データ解析発展 2

学習心理学 2 認知心理学Ⅱ 2 知覚心理学 2 社会的影響の心理学 2 カウンセリング実習 1

人格心理学 2 集団力学 2 実験心理学 2 環境心理学 2

臨床カウンセリ
ング心理学

2 教育心理学Ⅱ 2

産業組織心理学 2

情報処理応用Ⅰ
（A-E）

2 障害児教育論 2 精神保健福祉論Ⅰ 2 6 6

キリスト教学Ⅰ（必修） 2 キリスト教学Ⅱ（必修） 2 4

論理学 2 論理学 2

倫理学 2 倫理学 2

経済学 4 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2 8

物理学入門Ⅰ 2 物理学入門Ⅱ 2

自然科学概論Ⅰ 2 自然科学概論Ⅱ 2

英語 2 英語 2 英語 2 英語 2 8
スポーツ実習Ⅰ
（必修）

1
スポーツ実習Ⅱ
（必修）

1
スポーツ理論Ⅰ
（選択必修）

1

38 39 39 9 125 125

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期後期 前期 後期 前期 後期 前期

専
攻
科
目

必修 33

80

選択必修

選
択
科
目

43

応用専攻科目

基礎専攻科目

スポーツ科学 3

年次履修単位数

関連科目

共
通
科
目

キリスト教学

39

人文科学 8

社会科学

自然科学 8

外国語

5
5



国際文化学部　国際文化学科　日本文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

日本文化史A 2 日本文化史B 2 卒業論文 4

文化基礎論a 2 文化基礎論ｇ 2 実用英語A 2 実用英語B 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

日本文化論A 2 日本文化論B 2 日本文学論A 2 日本文学論B 2

東アジア文化交流
論A

2
東アジア文化交流
論B

2

日本社会論A 2 日本社会論B 2

社会調査法 2 質的データ分析論 2 日本史概論A 2 日本史概論B 2 専門韓国語A 2 専門韓国語B 2 社会調査実習A 2 社会調査実習B 2

人文地理学A 2 国語学A 2 国語学B 2

日本民俗学A 2 日本民俗学B 2 考古学A 2 考古学B 2

古文書学A 2 古文書学B 2

日本経済史 4 4

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2

人文科学 日本文学 日本文学 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2

自然科学 自然科学概論Ⅰ 2 自然科学概論Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

韓国語初級I 韓国語初級I 2

韓国語初級II 韓国語初級II 2

韓国語初級III 韓国語初級III 2

44 36 36 12 128

選択必修

コース選択
必修

選択

関連科目

共
通
科
目

34

外国語

年次履修単位数

前期 後期

専
攻
科
目

必修

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期

90

128

5
6



国際文化学部　国際文化学科　中国・アジア文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

中国・アジア文化
史A

2
中国・アジア文化
史B

2 卒業論文 4

文化基礎論b 2 実用英語A 2 実用英語B 2

文化基礎論h 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

東アジア古典思想A 2 東アジア古典思想B 2 中国文学概論A 2 中国文学概論B 2

中国民族文化論A 2 中国民族文化論B 2

東アジア文化論A 2 東アジア文化論B 2

社会調査法 2 質的データ分析論 2 世界史概論A 2 世界史概論B 2 専門中国語A 2 専門中国語B 2 文化社会学A 2

中国史A 2 中国史B 2 文化創造論A 2 文化創造論B 2

アジア大衆文化論A 2 アジア大衆文化論B 2 漢文A 2 漢文B 2

考古学A 2 考古学B 2

東南アジア経済論 4 4

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2

人文科学 中国文学 中国文学 4

社会科学 政治学 政治学 4

自然科学 自然科学概論Ⅰ 2 自然科学概論Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

中国語初級I 中国語初級I 2 中国語中級I 中国語中級I 2

中国語初級II 中国語初級II 2 中国語中級II 1 中国語中級II 1

中国語初級III 中国語初級III 2

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

44 38 36 10 128

合計
前期 後期 前期

90

128

選択必修

コース選択
必修

選択

関連科目

共
通
科
目

後期 前期 後期 前期 後期

専
攻
科
目

必修

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

34

外国語

年次履修単位数

5
7



国際文化学部　国際文化学科　アメリカ・太平洋文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

アメリカ・太平洋
文化史A

2
アメリカ・太平洋
文化史B

2 卒業論文 4

文化基礎論c 2 文化基礎論i 2 実用英語A 2 実用英語B 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

アメリカ社会文化
論A

2
アメリカ社会文化
論B

2
アメリカ思想文化
論A

2
アメリカ思想文化
論B

2

アメリカ宗教文化
論A

2
アメリカ宗教文化
論B

2

世界史概論A 2 世界史概論B 2 専門イタリア語A 2 専門イタリア語B 2 比較文化概論A 2

アメリカ史A 2 アメリカ史B 2 ヨーロッパ史A 2 ヨーロッパ史B 2

宗教学A 2 宗教学B 2 人文地理学A 2 人文地理学B 2

地誌学A 2 地誌学B 2

アメリカ文学史A 2 アメリカ文学史B 2 アメリカ経済史 4 イギリス文学史B 2 10

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2 キリスト教人間学A 2

人文科学 西洋史学 西洋史学 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2

自然科学 環境地理Ⅰ 2 環境地理Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

フランス語初級I フランス語初級I 2

フランス語初級II フランス語初級II 2

フランス語初級III フランス語初級III 2

40 42 36 10 128

専
攻
科
目

必修

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

選択必修

コース選択
必修

選択

合計
前期 後期 前期

82

128

後期 前期 後期 前期 後期

関連科目

共
通
科
目

36

外国語

年次履修単位数

5
8



国際文化学部　国際文化学科　ヨーロッパ・地中海文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

ヨーロッパ・地中
海文化史A

2
ヨーロッパ・地中
海文化史B

2 卒業論文 4

文化基礎論d 2 実用ドイツ語A 2 実用ドイツ語B 2

文化基礎論j 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

ヨーロッパ文学論A 2 ヨーロッパ文学論B 2 ドイツ文化論A 2 ドイツ文化論B 2

イタリア・地中海
文化論A

2
イタリア・地中海
文化論B

2

古代キリスト教文
化論A

2
古代キリスト教文
化論B

2

世界史概論A 2 世界史概論B 2 専門イタリア語A 2 専門イタリア語B 2

ヨーロッパ史A 2 ヨーロッパ史B 2 宗教学A 2 宗教学B 2

ヨーロッパ・ケルト
文化論A 2

ヨーロッパ・ケルト
文化論B 2 文化創造論A 2 文化創造論B 2

比較文化概論A 2 比較文化概論B 2

イギリス文学史A 2 イギリス文学史B 2 ヨーロッパ経済論 4 フランス現代社会論 2 10

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2

人文科学 西洋文学A 2 西洋文学B 2

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2

自然科学 自然科学概論Ⅰ 2 自然科学概論Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

ドイツ語初級I ドイツ語初級I 2 ドイツ語中級I ドイツ語中級I 2

ドイツ語初級II ドイツ語初級II 2 ドイツ語中級II 1 ドイツ語中級II 1

ドイツ語初級III ドイツ語初級III 2

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

40 42 36 10 128

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

年次履修単位数

84

128

選択必修

コース選択
必修

選択

関連科目

共
通
科
目

34

外国語

専
攻
科
目

必修

5
9



国際文化学部　国際文化学科　比較文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

比較文化史A 2 比較文化史B 2 卒業論文 4

文化基礎論e 2 実用英語A 2 実用英語B 2

文化基礎論k 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

比較社会文化論A 2 比較社会文化論B 2 比較思想論A 2 比較思想論B 2

文化人類学A 2 文化人類学B 2

社会調査法 2 質的データ分析論 2 現代哲学思想A 2 現代哲学思想B 2 専門イタリア語A 2 専門イタリア語B 2 社会調査実習A 2 社会調査実習B 2

文化社会学A 2 文化社会学B 2 文化創造論A 2 文化創造論B 2

ジェンダー論A 2 ジャーナリズム論A 2 ジャーナリズム論B 2

比較文化概論A 2 比較文化概論B 2

世界経済論 4 国際関係史 4 8

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2

人文科学 哲学 哲学 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2

自然科学 環境地理Ⅰ 2 環境地理Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1 英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

フランス語初級I フランス語初級I 2

フランス語初級II フランス語初級II 2

フランス語初級III フランス語初級III 2

40 40 36 12 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

外国語

34

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修

選択必修

コース選択
必修

選択

関連科目

共
通
科
目

86

128

6
0



国際文化学部　国際文化学科　表象文化コース

基礎演習A 2 基礎演習B 2 専門演習IA 2 専門演習IB 2 専門演習IIA 2 専門演習IIB 2 卒論演習A 2 卒論演習B 2

表象文化史A 2 表象文化史B 2 卒業論文 4

文化基礎論ｆ 2 実用フランス語A 2 実用フランス語B 2

文化基礎論ｌ 2

文化のダイナミズ
ムIA 2

文化のダイナミズ
ムIIB 2

文化のダイナミズ
ムIIIA 2

文化のダイナミズ
ムIVB 2

表象文化論A 2 表象文化論B 2 美学・芸術学A 2 美学・芸術学B 2

表象メディア論A 2 表象メディア論B 2 芸術文化史A 2 芸術文化史B 2

現代哲学思想A 2 現代哲学思想B 2 専門イタリア語A 2 専門イタリア語B 2

宗教学A 2 宗教学B 2 文化社会学A 2 文化社会学B 2

文化創造論A 2 文化創造論B 2 ジャーナリズム論A 2 ジャーナリズム論B 2

ジェンダー論A 2 ジェンダー論B 2

比較文化概論A 2 比較文化概論B 2

キリスト教美術A 2 キリスト教美術B 2

キリスト教音楽A 2

キリスト教学 キリスト教学I 2 キリスト教学II 2

人文科学 哲学 哲学 4

社会科学 社会学Ⅰ 2 社会学Ⅱ 2

自然科学 自然科学概論Ⅰ 2 自然科学概論Ⅱ 2

スポーツ科学 スポーツ実習I 1 スポーツ理論I 1

フランス語初級I フランス語初級I 2 フランス語中級I フランス語中級I 2

フランス語初級II フランス語初級II 2 フランス語中級II 1 フランス語中級II 1

フランス語初級III フランス語初級III 2

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

英語 1 英語 1

40 42 38 8 128

科目区分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

合計
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

34

外国語

年次履修単位数

専
攻
科
目

必修

88

128

選択必修

コース選択
必修

選択

関連科目 6

共
通
科
目

6
1



【資料５】

ST比率

現在 新 現在 新 現在 完成年度 完成年度

神 神 40 40 8 8 8 8 5.0

英文 400 480 6 7 13 13 36.9

英語 400 480 12 13 36.9

フランス語 200 240 9 9 26.7

商 600 720 10 11 13 14 51.4

経営 600 720 10 11 11 14 51.4

経済 800 960 12 13 17 18 53.3

国経 400 480 10 10 11 12 40.0

法律 1,080 1,260 14 15 20 22 57.3

国法 320 380 8 8 11 11 34.5

児教 400 400 10 10 18 19 21.1

社福 460 460 14 14 14 16 28.8

心理 400 480 10 10 11 12 40.0

国際文化 国際文化 600 720 10 11 26 26 27.7

- - 57 65 0 0 -

- - - - 7 7 -

- - - - 1 1 -

6,700 7,820 187 202 202 215 36.4

※ＳＴ比率は小数点第2位を四捨五入

合計

文
外国語 8 9

商

経済

法

人間科

大学全体

外国語教員

博物館教員

基準教員数及びST比率

学部 学科 専攻

収容定員数
設置基準に定める
専任教員数

専任教員数

63



著作権者の許諾が得られない書類等について 
 
 
１（書類等の題名） 
  学則変更の趣旨等を記載した書類【資料 6】平成 22 年度大学評価 評価に際し留意すべ

き事項（抜粋）（６５ページ） 
 
２（出典） 
 公益財団法人 大学基準協会 
 
３（引用範囲） 
 大学評価 評価者ハンドブック 2010（平成 22）年度 （１４７ページ、１５１～１５ 
２ページ） 

http://www.juaa.or.jp/images/accreditation/pdf/handbook/university/2010/evaluator_h
andbook_all 
 
４（その他の説明） 
 １４７ページ冒頭と、１５１ページ～１５２ページに記載されている大学基準、点検・表

価項目の８教員組織を抜粋し、所要箇所に下線を引いた。 
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